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図面番号

Ｌ－０１
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久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事

図面番号 図　面　名　称

特-03

L-01

特-01

特-02

縮　　尺

－

－

－

－

表紙　図面リスト

機械設備工事　特記仕様書(1)

機械設備工事　特記仕様書(2)

機械設備工事　特記仕様書(3)

図　　面　　リ　　ス　　ト

縮 尺

－表紙・図面リスト

工 事 名 称 図 面 名 称

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事

－

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

M-10

S=1/1000案内図・配置図

S=1/100

S=1/100

－

専攻科棟　自動制御　１階･２階･３階･Ｒ階平面図（改修後）

S=1/100

S=1/100

専攻科棟　自動制御　１階･２階･３階･Ｒ階平面図（改修前・撤去）

－

－

S=1/500・S=1/100・S=1/200

自動制御設備　集中管理システム仕様書・機器表

自動制御設備　集中管理システム系統図

自動制御設備　配置図・管理棟１階平面図・断面図（参考）

専攻科棟　空調設備　機器表(改修後）､凡例、階高参考図

専攻科棟　空調設備　１階･２階･３階･Ｒ階平面図（改修後）

専攻科棟　空調設備　１階･２階･３階･Ｒ階平面図（改修前・撤去）

専攻科棟　空調設備　機器表（改修前・撤去）

S=1/100専攻科棟　電気設備　１階･２階･３階･Ｒ階平面図（改修後）E-01

特E-01

特E-02

－

－

電気設備工事　特記仕様書(1)

電気設備工事　特記仕様書(2)

令和元年11月



　第１編1．3．2）

（公共改修仕様書

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

ブルドーザ

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

空気圧縮機（可搬式）

種　　類

　1)品　　　 名

ホイールローダ

バックホウ

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

ディーゼルエンジン（エンジン出力

限る。

に限る。

7.5kW、260kW以下）を搭載したもの

ディーゼルエンジン（エンジン出力

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

備　　考

8kW、560kW以下）を搭載したものに

　1)品　　　 名

　4)集 積 方 法

(3)現場において再利用するもの

(1) 引渡しを要するもの

　3)集 積 場 所

(5)関係法令に従い適切に処理するもの

　発生材の処理は、下記による。

(2)特別管理産業廃棄物

　2)引 渡 し 先

　2)引 渡 し 先

　3)集 積 場 所

　第１編第５章)

(4)再資源化（再利用）するもの

　2)使 用 場 所

18．発生材の処理等

　1)品　　　 名

　1)品　　　 名

　1)品　　　 名

１．

・

　する。

・

１．第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

７．２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

９．短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施設の電気工学以

・

５．公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格した者

・

・

・

・

・

　現場説明書、特記仕様書　　枚、図面　　枚、公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）

１．総　　　　　則

(2) 特記仕様書の適用方法

Ⅰ．工　　事　　概　　要

６．第１種電気工事士の資格を有する者

　1)　・印で始まる事項及び表中の・印の事項については、○印を付した事項のみ適用する。

・

・

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

・

　　技　術　者　等

・

　第１編1．3．3）

　4)　特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取り扱いは、特記されたもの又は同

２．１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

４．旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の検定に合格した者

　この工事現場に、下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

　　工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告

項　　　目　　　名

　2)　表中の各欄に、数字、文字、記号等を記入する事項については、記入してある事項

２．電　気　保　安

第１編1．2．1）

　　主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

　　等以上のものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

・

・

・

　　規　　模　　等

・

・

２．工　事　場　所

・

空 気 調 和 設 備

・

工　　　　事　　　　範　　　　囲　　　　表

暖　房　設　備

・

換　気　設　備

・

・

・

㎡

・

・

・

・

Ⅱ．一　般　特　記　事　項

建　築  面　積

・

・

・

・

　　めて卒業した者

　　外の工学に関する学科において一般電気工学（実験を含む）に関する科目を修

・

・

棟　　名  　称

・

㎡

・

　写真撮影要領に基づき工事を施工する。

(1) この工事の受注者は、独立行政法人国立高等専門学校機構が定める工事請負契約基準、

・

・

・

・

・

施 工 条 件３．

・

・

　　のみ適用する。

・

・

工　　　　　種

・

・

環 境 保 全 等

・

消　火　設　備

・

電気保安

・

・

ガ　ス　設　備

空 気 調 和 設 備

暖　房　設　備

㎡

給　水　設　備

・

・

３．完  成  期  限

施　工　中　の

　第１編1．3．9）

・

（公共改修仕様書

４．

・ 有　・ 無

３．高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、電気事業法の規定に基づく

８．第２種電気工事士（旧電気工事士）の資格を有する者

Ⅲ．一　般　共　通　事　項

　　番号を示す。

　3)　　　　印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。

技 術 者

　5)　左欄の（　　）内の数値は、公共建築改修工事標準仕様書（統一基準)(機械設備工事

・

（公共改修仕様書

・

排　水　設　備

構 造 ・ 階 数

・

実 施 工 程 表

・ 有　・ 無 ・ 有　・ 無

屋

内

設

備

㎡

給　水　設　備

ガ　ス　設　備

排　水　設　備

㎡

１．工　事　名　称

㎡

・

建物使用の有無

延 べ 面 積

・

・

・ 有　・ 無・ 有　・ 無

４．工 事 の 種 類

建

物

概

要

給　湯　設　備

㎡

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

・

消　火　設　備

屋

外

そ

の

他

設

備

㎡

・

㎡

㎡

５．

・

　下記工事部分は、施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

・

機　　材　　名機 材 の 検 査 に

　第１編1．4．1）

　第１編1．6．2）

試験

（公共改修仕様書

７．

（公共改修仕様書

・

　第１編1．4．5）

６．機材の検査等・ 

（公共改修仕様書

伴 う 試 験

確 認 及 び 報 告

　第１編1．4．6）

立　会

　下記の施工部分は、監督職員の検査・立会い・検査に伴う試験を受ける。

備　　　　　考

　第１編1．6．6）

（公共改修仕様書

　・ 冷凍空気調和機器施工（ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ、ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機の据付及び整備）

　・ 配管（配管工事）　　　・ 建築板金（ダクト製作及び取付）

検査

　第１編1．6．4）

８．一工程の施工の

技　　能　　士

　・

　・ 熱絶縁施工（保温工事）

ＣＡＤデータ（・ 要　　・ 不要）

　※印は完成図製本（Ａ４判）と一緒に製本してよい。

　第１編1．6．5）

策型機械と同等と見なす。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとす

る。

、又はこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業、もしく

は建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対

のとする。

11．

　排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現

場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するも

きない場合は、平成7年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制

等に関する法律」(平成17年法律第51号)に基づく技術基準に適合する機械、又は、「排出ガ

真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

○排出ガス対策型建設機械

「第3次排出ガス対策型建設機械指定要領(平成18年3月17日付け国総施第215号)に基づき指

定された排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用で

ス対策型建設機械指定要領(平成3年10月8日付け建設省経機発第249号)、「排出ガス対策型

建設機械の普及促進に関する規程」(平成18年3月17日付け国士交通省告示第348号)もしくは

10．

⑤　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を遵守させる

ものとする。

④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監督職

　員に報告しなければならない。

　し、本工事関係車両を把握しなければならない。

　いう。)が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例(以下、「排出ガス規制条例」

　という。)の適用を受ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

○ディーゼル車排出ガス規制に適合した車両

①　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両(以下、「本工事関係車両」と

　らない。

③　受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコピーを保管

②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に適

　合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければな

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写

　第１編1．6．7）

（公共改修仕様書

確　認　・　報　告　事　項工　事　部　分

・

・

・

・

　第１編1．6．9）

・ ・

・

・（公共改修仕様書

備　　　考　  検 査 に 伴 う 検　査

・

・

○低騒音型・低振動型建設機械の使用

施　　工　　部　　分

・

械を使用するものとする。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類

を提出するものとする。

　本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」(平成9年7月31日

建設省告示第1536号)に基づき国土交通大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機

・

（公共改修仕様書

・

・

環 境 へ の 配 慮

・・

・

・

　貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：　　　　　　　　　ファイル形式：

　本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

　　・ 工事写真　　・ 完成写真　　・ 完成図

　　　　　　使用しないこと。

　貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外に

　提出方法：

・

完 成 時 の 提 出

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

　第１編1．8．2）

試　験

（公共改修仕様書

　　本工事期間中に中間技術検査を建築仕上げ工事着工前に１回行う。

９．施工の検査等・ 

・

　第１編1．7．2）

（公共改修仕様書

　　試験・立会い等

　ただし、工事内容によりこれによりがたい場合は、監督職員と協議するものとする。

　第１編1．8．3）

図　　　　　書

　工事完成時には、下記の完成図等を提出するものとする。

（公共改修仕様書

技 術 検 査

改　修

ＲＣ・３階

・（撤去共）

自 動 制 御 設 備

・

・（撤去共） ・

自 動 制 御 設 備 ・

冷媒管（気密）

久留米工業高等専門学校 ＪＷＷ

冷媒ガス．廃プラスチック．ガラス陶磁器くず．

がれき類（コンクリート塊）．金属くず

機器の性能は、国等の環境物品等の調達の促進等に関する法律（グリーン購入法）

及びエネルギーの使用の合理化に関する法律に基づいた性能基準を満たすものとする。

隠ぺい部の配管施工状況

ア．完成図製本はＡ１図面ファイル折り、黒表紙金文字入りとする。

イ．完成図仮製本は工事名等背文字入りとする。体裁は監督職員と協議。

ウ．上記※印は完成図製本（Ａ４判）と一緒に製本してよい。

エ．完成図（押印済）及び※印資料、施工図図面、設計図面を電子媒体

　　(PDF形式)にて提出する。メディア等については、監督職員と協議する。

・下記による

　第１編2．2．1）

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

足　　場　　・　

12．保全に 関する　

撤 去

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

13．

資 料

（公共改修仕様書

　第１編1．8．4）

（公共改修仕様書

16．

　第１編2．2．3）

　第１編第３章）

撤 去 跡 の 補 修

監 督 職 員

・ 図示による　　　　

事 務 所

14．

　第１編第４章)

　第１編2．3．1）

（公共改修仕様書

17．

15．

　第１編4．2．4）

養 　 　 　 　 生

及 び 復 旧

仮 設 間 仕 切 り

その機能・操作の説明、保守点検の要領及び障害時の対策等を説明するものとする。

　下記に示す機器及びシステムについては、当該機器又はシステムを運用する職員に対し

設置しない

　　本工事建物及び周辺建物は工事期間中使用しているため､工程及び安全対策について監督

　職員と十分協議の上，災害の防止に努めること。

年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

特－０１

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事

管理棟

改　修

ＲＣ・２階

637.88

1,156.00

・

・

・

・

・

・

・

専攻科棟

405.10

1201.61

オ．ＣＡＤデータは完成図（ＳＸＦ又はＪＷＷ形式及びＰＤＦ）を提出する。

令和元年 令和元年11月

　概成工期　令和　２年　３月　３０日（月曜日）

　（機械設備工事編）（平成３１年版）、文部科学省機械設備工事標準仕様書（特記基準） 

　（平成３１年版）、公共建築設備工事標準図（統一基準）（機械設備工事編）（平成

　　標準仕様書（特記基準）（平成３１年版）（以下、｢文科仕様書｣という）の該当項目

　　編）（平成３１年版）（以下、｢公共改修仕様書｣という）及び文部科学省機械設備工事

　・通学時間帯8：00～9：00の工事車両の入構は禁止する。

福岡県久留米市小森野一丁目１－１(久留米工業高等専門学校構内)

令和　２年　３月　３０日　（月曜日）

５ １１

　２８年版）、文部科学省機械設備工事標準図（特記基準）（平成３１年版）及び工事記録

　・次の日程は工事を中止する。　２月１６日(一般入試)、３月１３日(卒業式)

　・上記の日程以外でも、状況により音が出る工事を中止することがある。

　・構内は徐行運転を行うこと。

　・工事における騒音、振動の発生が考えられる場合は、監督職員と協議のこと。

１

　Ａ４判とし、仮製本とする。 １　 ・　　〃 部　

　Ａ４判とし、黒厚表紙金文字入り製本とする。

　 ・　　〃

　原図

※ ・  機器完成図

　 ・　施工図

※ ・  保全指導書

　Ａ１判とし、仮製本とする。

※ ・  各種試験成績書

※ ・  諸手続き書類（写）

　 ・　工事写真帳

１

１

　・　電子媒体　　・　紙媒体（ファイル綴じ） １

部　

※ ・　　〃

１

部　

１

部　

部　

部　

１

部　

部　

１

部　

　 ・　完成図

　Ａ１判とし、仮製本とする。

　原図

体　　　裁　　　等

　 ・　　〃

名　　　　　称 部　　数

部　１

１ 部　

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

機械設備工事　特記仕様書（１） －久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事



・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

リレー取付まで③

・

・

リレーまでの配管配線共

二次側。操作盤、押しボタン取付共

・

・

操作盤～接続ボックスまで

・

・

防火水槽用給排水管

・

・

・

・

・

ピット内

・

・

・

・

・

・

リレー及びリレーまでの配管配線共

・

・

・

名　　称

・

・

・

・ ・

〃

・

・

・

同上用配管

・

・

・

・

ステンレス鋼板製

・

・

項目

・

・ ・ ・

水栓等

接続まで

・

・

・

・

・

・

監視カメラ

・

・・

・

・

・

・

リレー取付まで②

・

〃

同上用枠、取付板等

・

天井及び壁、ボード切開

・

・

座板共

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

ガラリ等

・

照明器具等

ボード切込、墨出し共

スリーブ入れ

同上用電源

接地共

同上用電源配線

・

・

・・

・

コンクリート穴あけ

同上点検口

同上用電源配線

・

シャフト内

１時間耐火シャフト内

〃

ピット床の増打

一次側

・

・

・

・

同上用監視盤

コンクリート擁壁

・法枠、モルタル吹付け

消火ポンプ、制御盤

・

デッキプレートの開口切断

・

・

備　　考

・

・

プレハブ型

・

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、シール

・・

・

・ ・

コンクリート製

・

・

・

・

・

昇降機工事で施工

機械室換気扇取付

各種信号用制御線 停電用、火災用等

同上換気扇取付

墨出し、型枠入れ共

・

ド、防音、無響室等の内装

・

・

・

・

機器用アンカーボルト

・

・

墨出し、防水を除く

・

・

・

・

屋外自立盤の基礎

・

・

・

ルーフドレン

・

・

・

・

スイッチ用配管及びボックス

・

同上配管及びボックス

・

・

シャフト外、監視制御装置～制御盤

・

・

・

・

・

同上用配管 ・

・

・

・

昇降機工事で施工

・

・

・

・

一次側接続まで

サーモスイッチ共

ド、防音、無響室等の内装

・

アルミパネルの穴あけ

・

接続まで

舗装復旧

現場製作

・

・

・

空調機用スイッチ

同上用配線

・

・

〃

昇降機工事で施工

シャフト内、制御盤内接続共

・

・

・

・

・

・

・

・

同上配線配管、接続

・

・

・

天井フック

トレンチ、床下部、屋上

・

読取装置共

・

・

・

・

・

電動シャッターの配管配線

同上配線配管、接続

自動扉の配管配線

・

・

同上配線配管、接続

・

・

・

二次側

・ ・

・

電気錠

・

軽鉄下地開口部墨出し

・

コンクリート穴あけ

・

・

・

・

・

墨出し共

・

・

三方枠周囲の壁仕上

・

・

・

・

芝生、種子吹付け

・

・

取付共

・

・

各メーターから装置まで

・

同上用煙感知器

・

・

鉄骨工事鉄管スリーブ入れ

機械関係開口部

・

・

・

・

〃

据付共

・

・

施　工　箇　所

一次側

・

・

ユニットバス本体

雷保護設備

連結送水口

一次側（　相　　Ｖ）

グリストラップ及びガソリント

摘　　要

区分

・

・

区分

・

・

コンクリート製

機械室、電気室の防音遮音処理

・

・

同上用電源配線

・

・

・

道路側溝用排水

同上用信号線

・・

化粧用洗面器、鏡

特殊サイズ鏡

関係機器、関係機器間配線を含む

・

・

・

・

・

重床開口

・

・

・

・ラップ

・

中央監視装置本体

・

・

・

・

・

・

・

・

摘　　要

項目 電
　
気

機
　
械

建
　
築

・

・

洗面カウンターは除く

・

一次側接続まで。ＳＷの取付配線

・

同上用基礎

摘　　要

建
　
築

名　　称

土
　
木

・

備　　考

・

昇降機工事で施工・ ・

・ ・

自動火災報知器

・天井フック、床ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ、防塵塗料、

・ コンクリートこて仕上げ

・

・

・

・

・同上用機械室

・

・

・

・

・

昇降機設備本体 三方枠、同取付後の壁補修まで（トロ詰） 昇降機工事で施工

搬入用等開口、換気ｶﾞﾗﾘ共

・

全熱交換器

・

・

・

梁，壁木製型枠入れ

・

ド等の切開

・

・

・

・

Ｌ型・Ｕ型と管布設

・

・

・

・

遮光ガラリ共

・

・

・

屋内消火栓

・

・

土
　
木

・

機器用アンカーボルト

・・

制御盤以降の配管、配線共

第１桝から排水幹線までの配管

・

・

・

・

〃

・

昇降機工事で施工

・出入口敷居取付用顎はつり

・

〃

同上用電源配線

・

・

・

電気関係開口部 ・

火災管制配線

・

・

シャフト内 ・

・・

・

・

インサート

各階出入口用開口

昇降路内中間ビーム設置

敷居取付用持出し共

〃

・

シャフト外

・

・ ・

・

〃

・

植栽 ・

・

・ モルタル塗り

・

・

・

・

・・

防火水槽

・

・

・

墨出し共

・

・

備　　　　　考

・

仕　　　上　　　げ

昇降機工事で施工

・

接続まで

・

生活排水、実験排水管

・

・

モルタル充てん等

・

・

・

・

・

同上用照明・コンセント

・

電源配線配管、接続ボックス共

・

・

・

・

フード取付共

インサート

・

コンクリート床 ・ ・

電源配線配管、接続ボックス共

・

・

・ ・

給排気用

第１桝から排水幹線までの配管

・

・

・

・

・

・

・

天井扇等

・

建物、共同溝接続トレンチ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

コンクリートシャフト点検口

・

・

・

・

・

・

昇降機工事で施工・

シャフト内

〃 シャフト内、制御盤内接続共

・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

・〃 昇降機工事で施工

・

同上用配管 ・

幹線の配管

・

・

・

昇降機工事で施工

・

シャフト外より点検可能な事

・

シャフト内、監視盤内接続共

・

・

・

同上接続（一次側）

・

・

・

内壁取付ガラリ

・

・

・

・

・

・

軽量鉄骨下地開口部補強

・

・ ・

・

・

・

・

火災報知器

・

墨出し、型枠入れ共

・

・

一次側接続まで

床点検口

・

・

ピット内、機械室内

・

・

・

・

・

・

・

軽量鉄骨下地開口部墨出し

・

・

電源供給までの配管

・

・電動ブラインド用配管 電源供給までの配管 ・

スクリーン等本体

カーテンボックス

・

・

操作ＳＷと操作線は除く

・・ カーテン本体は除く

電動カーテン用配管

・

・

カーテンレール共

昇降機工事で施工

・

同上基礎上鉄骨架台

・

・

・

電動スクリーン用配管

カーテン・ブラインド

スクリーンボックス

・

名　　称

・・

身障者用手すり

・

・

・

電源供給までの配管

・

・

同上下地補強 ・

機
　
械

区分

・

・

・

・

・

既設コンクリート床、壁

電
　
気

・

項目 建
　
築

・〃 ・

・

土
　
木

操作ＳＷと操作線は除く

・

非常放送用スピーカ

梁スリーブ入れ

点検用タラップ

・

・

ピット内防水

ピット内

・

・

・

・

・

ＰＣ穴あけ

・

昇降機工事で施工

・

・

・

・

・

・

動力、照明用電源、接地引込み ・

・

コンセント設置 ・

・

ブラインドボックス ・

配管ダクト類の防水貫通部補修

インターホン配線

操作ＳＷと操作線は除く

・

・

・

コンクリート穴埋め 既設コンクリート床、壁 ・

ブラインド本体は除く

・・

・既設コンクリート床、壁 補修共

備　　考

・ 和風大便器・壁埋込み分電盤等

・建物及び貯留槽までの配管

レール共

ＲＩ排水管

配管共

スクリーン本体は除く・ ・

・

・

・

・

・

・

・アルミパネルの穴あけ

・

・

衛生機器類

・・ ・・

・

・

同上用配線

シャフト外、監視盤～制御盤

・

・

・

空調吹出口

同上用照明・コンセント

・

・

・

・

ボード切込、墨出し共

シャフト外、ＡＭＰ～制御盤

・ ・

・

別途備品工事

・

・

・

・

・

配管除く

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、シール

・

・

防露工事共

り付ける器具等の穴あけ加工

幹線の配管

保　　温　　仕　　様

・

・

水切り板、同穴あけ共

・

・流し台、ﾐﾆｷｯﾁﾝ本体、水切

補修

・

・

・

防火区画貫通部補修

・

・

・

・

・

・

・

歩床コンクリート共

・

・

・

同上開口部補強

同上表示灯及び起動装置

・

・

機器・配管取付後の壁、床等の

・

・

・

・

・

モルタル充てん等

・

・

ガラリへの給排気ダクト接続

・

・

・

・

・ ・

・

・

上記①～③用煙感知器

・

照明器具、空調吹出口、給排気

・

・

・

墨出し、補修共

・

・

・

煙感知器連動防煙垂れ壁

第１桝までの配管

同上用配管接続

・

・

・

・

・

・

給排水用

・

・

・

・

・

・ ・

開口部補強を必要としないボー

立どい

煙感知器連動防火戸

鉄筋切断及び補強筋入れ

・

・

屋上設置のものの基礎

同上用スイッチ

換気扇取付

・

・

・

・

・

・

コンクリート穴あけ

・

2.2 

　・

　（　　　　　　）

　・ 風量調整　

2.1

　・ 騒音の測定　

　下記の項目について総合調整を行い測定表を提出する。

　・ 水量調整

　．共　通　工　事Ⅳ19．工　事　区　分［本工事：機械］

　・ 室内気流及びじんあいの測定　

　・ 室内外空気の温湿度の測定　

2.3 

１．総　合　調　整

・

・

同上用スイッチ

・ ・

・・

・

特殊仕上材の天井，壁，床に取

点検口取付及び、開口補強

・

ダクトのあるもの

・

・

・

第１桝までの配管

・

・

第１桝を含む

共同溝

・

制御盤主開閉器までの配管配線

・

配管配線用ピット

・

石、金属パネル等

同上雷保護設備

洗面器等取付化粧板

盤等重量物の下地補強

・

配管ダクト類の防水貫通部補修

・

・

・

・

・

・

・

・

墨出し共

盤、配管、ダクト、配線用の二

・

仕上げ共

・

・

同上煙道

PC板

・

・

・

・

・

煙感知器連動シャッター

・

墨出し、補修除く

〃

〃

・

〃

・

・

・

第１桝を含む

・

建物及び第１桝までの配管

・

・

・

排煙防火ダンパー

・

・

・

・

・

・

保守管理用タラップ、はしご

・

同上補修

・

同上用レリーズ

室内テレビ用吊金物

機
　
械

ダクト等の貫通部 テレビアンテナ

・

・

電
　
気

・

・

配管配線、接続ボックスまで

・

・

流し台

PC板の穴あけ

・

機械設備関係開口部

制御盤

外壁取付ガラリ

鋼板製

屋内消火栓起動リレー

・

ALCﾊﾟﾈﾙの穴あけ，補修

・

ボイラ、冷凍機等機械設備関係機器

・

・

・

〃

・

・

・

床スラブ木製型枠入れ

雨水排水管

・

・

・

・

屋外貯油槽

・

・

同上配管配線

・

ボイド等

電気錠操作盤

大型機械基礎

・

・

・

・

・

・

・

天井点検口

・

・

仕上げ共

・

・

・

床スラブスリーブ入れ

壁、サッシ等への取付（材共）

・

自家発電機その他電気関係機器

・

・

電気関係開口部

梁・壁スリーブ入れ

・

・

・

露出型器具取付用

独立煙突

リレー取付まで①

〃

木製、アルミ製、鉄製

陶器製

フリーアクセスフロア等

・

・

各種槽類

・

・

SUS、FRP、鋼製

配管配線、ボックス共

・

同上接続部止水板

・

地下式

ステンレス製（排水金具含む）

・

点検口取付及び、開口部補強

一般機器類の基礎

・

ボイド等

・

・

・

地 業 工 事

左 官 工 事

（公共改修仕様書

・ 構内指示の場所に積み上げ

７．関　連　工　事

6.1  

　　・ 根切り土　　　　　　　　　　　　　

鋼 材 工 事

・ 構内指示の場所に敷き均し

　第２編第7章4節）

４．はつり・穴開け

及 び ア ン カ ー

（公共改修仕様書

　第２編第7章5節）

５．イ ン サ ー ト

　土工事は下記による。

　第２編第５章)

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

　機械基礎等のコンクリート面の仕上げは下記による。

7.5 

コンクリート

7.4 

　　・ 根切り土及び搬入土　　　　　　　　

　　・ 搬入土　　　　 　　　　　　　　　 

（公共改修仕様書

・ 構外に搬出し適切処分

6.2　 施　　　　工

　第２編第7章3節）

　１）埋め戻し土は下記による。　　　　２）不用土の処分は下記による。

7.1 　土 　工 　事

　第２編第7章1節）

（公共改修仕様書

６．電  気  工  事

・

露出

・　　　　　　　　　）

PS内

　　 工　　　　事

　第２編第４章）

防 錆 工 事

露出

・ 標準図による（　　　製）　

　保温仕様は下記によるものとし、下記以外のものは標準仕様書による。

・

　第２編3．2．2）

３．

　第２編2．5．2)

・　　　　　　　　　）

天井

ﾋﾟｯﾄ

3.1 

防 錆 工 事

・

（公共改修仕様書

・

・

・

・

・

・

7.2 　

床下

・

　第２編3．2．1)

　　塗装箇所は下記による。塗装仕様及び防錆仕様は下記によるものとし、下記以外の3.2 

　第２編第３章１節)
・

（公共改修仕様書

（公共改修仕様書

　第２編2．5．1)

　第２編2．2．11)

（公共改修仕様書

　　　mm 以上）

　　　mm 以上）

・

　・埋設表示テープ（　

2.4　

　第２編1．3．2）

　（　　　　　　）

（公共改修仕様書

合の留意事項

２．配　管　工　事

埋 設 配 管

施 　 　 工

再生を行う場

　・地中埋設標　　（  

・

・

・

　・一般敷地（ 

屋外

（公共改修仕様書

　ついては、保温材厚さを8mmとしてもよい。

屋内

　・車両道路（ 

　地中埋設配管の深さは、下記による。2.5 

（公共改修仕様書

保 温 工 事

・

　図示の地中の埋設管には、下記の表示を行う。

・

・

埋 設 深 さ

7.3　 

　第２編第7章2節）

（公共改修仕様書

配 管 配 線

　搬入土は、　　　　 　　とする。

　ものは標準仕様書による。

保温・ 塗装・　

・

・

・

・

　　口径38.10mm以下の冷媒管は、冷媒用被覆断熱銅管を用いる場合は、保温材厚さは

　液管で10mm、ガス管で20mmとする。ただし、液管に使用する口径9.52mm以下の配管に

塗 装 工 事

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

屋外大型のものの基礎

・

・

新設ステンレス製流し等除く

冷媒管

　保温外装は、屋内露出部は合成樹脂製カバーとし、

　屋外露出部はガルバリウム鋼板を施す事。

年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

特－０２令和元年 令和元年11月

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

機械設備工事　特記仕様書（２） －久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事



重 要 機 器

　（　）内の数値は防振支持の機器の場合を示す。

Ⅵ．自　動　制　御　設　備　工　事

・　1.5

中 間 階

　 　 　 タ ン ク 以 外 の 機 器

・　1.0(1.5)・　2.0(2.0)

設 置 場 所

・　1.5

・　1.5

一 般 機 器

・　1.5(1.5)

・　0.4(0.6)

一 般 機 器

一 般 の 施 設

・　1.0(1.5) ・　1.0(1.5)

中 間 階

設 置 場 所

一 般 機 器

　 　 　 タ ン ク

重 要 機 器

・　1.0

・　1.5(2.0)

１階及び地下階 ・　1.0

一 般 機 器

・　1.0 ・　0.6

上層階、屋上及び塔屋 ・　2.0

特 定 の 施 設

・　1.0

一 般 の 施 設

・　0.6

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch 40）

・　1.5

上層階、屋上及び塔屋

・　1.0

・　1.0(1.0)

特 定 の 施 設

・普通鋼板製

１階及び地下階

・フレキシブルダクト（断熱材付）

機器を固定する場合の設計用水平震度は下記による。

重 要 機 器

・　0.6(1.0)

・硬質ポリ塩化ビニル管(VU)

・グラスウール製円形ダクト

・塩化ビニルライニング鋼板製(両面)

・　1.5(2.0)

重 要 機 器

・

・フレキシブルダクト

使　　用　　箇　　所

・

・ステンレス鋼板製

・　0.6(1.0)

配 管 配 線

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch 40）

・

・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）

・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

・塩化ビニルライニング鋼板製(両面)

・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）

・硬質塩化ビニル製

・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370）

材　　　　　質

・ 一般配管用ステンレス鋼管

・グラスウール製

・

・ 配管用ステンレス鋼管(溶接管)

・ 配管用炭素鋼鋼管（黒）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch 40）

・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（STPG 370）

溶接接合

・　0.6(1.0)

・ ステンレス鋼管

・

フランジ接合

１．機　　　　　材

そ 　 の 　 他

排

水

設

備

・

　　親メーター（ 

用　　途

・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

・ 

施　工　場　所

地中埋設管用継手

2.2 

２．機　　　　　材

　　　第６編第２章）

・ 都市ガス（               ）

　　重要機器は、下記による。

・ 配管用鋼製突合せ溶接式管継手

・　0.6

地 中 埋 設 配 管

・ 液化石油ガス　　　　　　　　　　　　　MJ/kg

１．一　般　事　項

・ 図示による 　　　　

種　　　　別

一　般　配　管

2.3 

　（　　　　　　）

一 般 配 管 継 手

（公共改修仕様書

・　1.0

・　1.5

施　工　場　所

・ 下記による

　配管材料

・ ガス用ポリエチレン管

用　　途

配 管 及 び

・ ねじ込み式鍛鋳鉄製管継手

2.1 

　ガスメーターの区分は次による。

Ⅷ．ガ　ス　設　備　工　事

一 般 機 器

・　2.0

・　1.0(1.5)

上層階、屋上及び塔屋

　ガスの種別は、下記による。

・　1.5 ・　1.0

中 間 階

中 間 階

　（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

１階及び地下階

用　　途

重 要 機 器一 般 機 器 一 般 機 器

・　1.5(1.5)

設 置 場 所

１階及び地下階

　　

・　0.6

　　　　　　　MJ/Nm3　　

　　重要機器は、下記による。

・　1.0

重 要 機 器

・　1.0

一 般 機 器

　 　 　 タ ン ク

・　1.5

重 要 機 器

・　1.5

・　1.0

一 般 の 施 設

・ ポリエチレン被覆鋼管

・ 高純度

配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管SUS304TPA(AP)

・ 一般）

・ 高純度

・ 炭酸ガス（一般）

（文科仕様書

施

工

場

所

・ 窒素ガス（ 

　ガスの種類は、下記による。

３．施　　　工

(空気圧縮
　第５編2．4．1）

種　　　別

機による)

２．機　　　材

・ 酸　素

・ 治療用　　

・ 酸素ガス（一般）

配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管SUS304TPSC・sch10S

・ 麻酔ガス排除（排ガス）

2.1.1 

・ 一般）

・ 圧縮空気（ 

・ ヘリウムガス（ 

　　

配管材料及び配管付属品は下記によるものとし、下記以外のものは標準仕様書による。

2.1　 機　　　　材

・ 圧縮空気（空気圧縮機）・ 圧縮空気（ 

・ 一般）

・ 一般）・ 水素ガス（ 

　 配 管 及 び

・ 一般）

・ 高純度

・ 手術器械駆動用窒素

　　子メーター（ ・ 貸与品　　　

　（　　　　　　）

・ 買取り）・ 貸与品　　　

 2) ガスの種別は、下記による。

Ⅹ．特　殊　ガ　ス　等　設　備　工　事

圧縮空気

機器を固定する場合の設計用水平震度は下記による。

・ 図示による 　　　　

・

・ 下記による

配 管 付 属 品

　継手

・

ガスメーター

・ 

種　　　　別

・ 亜酸化窒素（笑気）

・ 油回転式）

　（　　　　　　）

・ 水封式　　

・ 手術器械駆動用）

圧

縮

空

気

・

　第５編2．4．2）

　（　　　　　　）

・ 吸　　引（ ・ 二酸化炭素

・ 治療用空気

 1) 医療ガス設備工事は、下記のことに注意して行う。 １．一　般　事　項

３．施　　　　　工

・ ガス用ポリエチレン管継手

・ 買取り）

・　0.6(1.0)

給

水

設

備

継 手 種 別

一 般 配 管

・

屋 内 汚 水 配 管

・ 排水用鉛管

・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

配 管 種 別

・ 下記による

・ ポリ粉体鋼管（　　　）

・ 買取り）

・ 買取り）

・

・ 図示による 　　　　

・ SB形　　

・ メカニカル形排水用鋳鉄管（　種管）

・ CV形　　

屋内一般雑排水管

・

・ リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管

　排水桝は、下記による。3.2 排　 水 　桝

・ 

一般用排水通気管
・

屋 外 排 水 管

・ SA形　　

・

・ 排水用塩ビライニング鋼管

・

・ コーティング鋼管

・ 排水用鉛管

配 管 種 別

・ 屋内消火栓（　１号）

・ 再利用水

・ 実験排水

消 火 設 備

・ 雑排水

・ 構内浄化槽設備

給 湯 設 備

・ 二酸化炭素消火設備　

・ 中央式（給湯温度　　　　℃）

呼び径50以下は

　　　　　℃～　　　　　℃

屋外排水設備

室

名

等

屋内排水設備

・ 実験排水

・ 市水　　　　　　　　

１．一　般　事　項

地中埋設配管

・ 局所式　　　　　    

・ 連結送水管設備　　

・ 汚水、雑排水　　　　

用　　途

・

施 工 場 所

・ ポリ粉体鋼管（　　　）

・ 塩ビライニング鋼管（　　　）

・ その他（　　　　）

・ 塩ビライニング鋼管（　　　）

・ 貸与品　　　

・ 貸与品　　　

・

・ その他（　　　）

給 水 設 備

・ ステンレス鋼管（　　　）

・ スプリンクラー

６．施　　　　　工

5.2 

 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch 40）

5.1

・　0.6(1.0)・　0.6(1.0)

配 管 種 別

消

火

設

備

・ 図示による 　　　　

施 工 場 所

用　　途

・ 下記による

特 定 の 施 設

施 工 場 所

4.3

 ・ 配管用炭素鋼鋼管

配 管 材 料 等

給

湯

設

備

　 　 　 タ ン ク 以 外 の 機 器

・　0.4(0.6)

　（　　　　　　）

・　1.0(1.0)

弁　　種　　類

継 手 種 別

一 般 の 施 設

・　1.0(1.5)・　2.0(2.0)上層階、屋上及び塔屋 ・　1.5(2.0)

特 定 の 施 設

継 手 種 別

一　般　配　管

 ・ 

設 置 場 所

重 要 機 器

・

3.3

一　般　配　管

・ 排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管

施 工 場 所

 ・ステンレス鋼管

・ 下記による

・ 下記による

配 管 材 料 等

・ 遠心力鉄筋コンクリート管

・ 屋外消火栓　　　　

・ 硬質ポリ塩化ビニル管

排 水 放 流 先

・ 標準図による　　（　 ・  硬質塩化ビニル形

継 手 種 別用　　途

　  ・ その他　（図面に特記）

・ 図示による 　　　　

５．機　　　　材

2.1 

・ ステンレス鋼弁

 ・銅管

配 管 材 料 等

・ ねじ込式鍛鋳鉄製管継手（外面樹脂被覆）

２．機　　　　材

施　工　場　所

・ 図示による 　　　　4.1 

 ・

・ 図示による 　　　　

・ 

・ 青銅弁

・ 下記による

圧　　　力

配 管 種 別

　第３編第1章第2節）

・   形）

（文科仕様書

３. 施　　　　　工

　号）における基準適合部品を用いること。

・

・

・

　（　　　　　　）

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・

　（　　　　　　）

・ ・

・ ステンレス鋼弁

圧　　　力

配 管 材 料 等

弁　　種　　類

・ 青銅弁

・ 管端防食ねじ込み形弁

・

・ ・

・

2.4

・ 下記による

（文科仕様書

2.2 

・

水

素

ガ

ス

・・

ヘ

リ

ウ

ム

・・

・

・

・

配 管 付 属 品 ア

ル

ゴ

ン

窒

素

ガ

ス

酸

素

ガ

ス

炭

酸

ガ

ス

屋内・屋外

・ 高純度

屋　内 ・ ・

・　1.5(2.0)

・

・

・

・

・　1.0(1.5)

・

・

・

・

・ ・・

・

・・

３．機　　　　材

・ 図示による 　　　　

施 　 工 　 場 　 所

・ その他（図面に特記）

　給水装置の構造及び材質の基準に関する省令（平成２２年２月１７日厚生労働省令第１８給 水 装 置

3.1

・ その他（　　　）

そ

の

他

（公共改修仕様書

　（　　　　　　）

　　　　　　　          MPa

３．施　　　工

１．一　般　事　項

・ アルゴンガス（ 

・ 高純度

４．機　　　  材

蒸　　気

　第３編2．2．9）

・ステンレス鋼板製(SUS A)

（公共改修仕様書

　２）ダクトの材質及び使用場所は下記によるものとし、下記以外は標準仕様書による。

　第３編第2章第2節）

2.2　 弁　　　　類

（公共改修仕様書

・ステンレス鋼板製(SUS B)

　１）ダクト及びチャンバーの表示寸法は、外形寸法を示す。

冷　　水

　３）ダクトの付属品は、下記による。

系 統 名 等 設 計 供 給 条 件

　（　　　　　　）

　高温水管の勾配は1/150～1/250で水抜き及び空気抜きが容易にできるように適切にとる。

ダ ク ト 及 び

・ 撤 去 ・ 清 掃

継手種別

　　　　％ 　　　　℃

１．一　般　事　項

外 気 条 件

冷 却 水 管

ﾀﾞｸﾄ

・ 図示による　　　　

施工場所、備考

2.5

冷 温 水 管

高 温 水 管

長

方

形

ダ

ク

ト

用　　途

種 別

２．機　　　　　材

　２）冷温水、蒸気等の設計供給条件は下記による。

　量水器桝　 

1.2 

　（　　　　　　）

備 考

　　　　　　　          MPa

・ 標準図による

・

・ 配管用炭素鋼鋼管（白）

相対湿度 相対湿度

　　　　　℃～　　　　　℃

・ その他（　　　）

・ 排水用塩ビライニング鋼管

2.2 

　　子メーター　（ 

計器類

2.3 

２．施　　　　　工

・ 公共下水道

・ 雨水

量 　 水 　 器

・ その他（　　　）

　（　　　　　　）

・ 井水　　　　　　　

1.1 

Ⅶ．給 排 水 衛 生 設 備 工 事

　給排水工事の種類は、下記による。

弁 　 　 　 類

　　親メーター　（ 

・ 汚水

　量水器の区分は下記による

乾球温度

（公共改修仕様書

　　　　　℃～　　　　　℃

冬　　　期

ねじ接合（　　）

　第３編2．4．5）

ダクト付属品

　　　　　℃～　　　　　℃

施 工 場 所用 途

2.3 

高 温 水

往管

　　　　　℃～　　　　　℃

2.1 　配 管 材 料 等

　　　　　℃～　　　　　℃

夏　　　期

　　　　　　　          MPa

種　　別

・ 水道事業者指定品　 

・ 図示による　　　　

還管

蒸気管

乾球温度

空調用排水管

温　　水

・ 下記による

　１）外気及び室内又は系統の設計温湿度条件は下記による。

　．空　気　調　和　設　備　工　事

又  は  系  統  名

　　　　℃

ｽﾊﾟｲﾗﾙ

種　　　　別

・ 下記による

2.4 ダクトの再利用

　第３編2．2．8）

備 考

Ⅸ．医　療　ガ　ス　設　備　工　事Ⅴ

外気条件及び室名

　　　　％

設　　計　　温　　湿　　度　　条　　件

4.2 弁　　　　類

　34.2 　 　56.9 　 　1.9 　 　47.7 　

・ 空調ﾄﾞﾚﾝ用結露防止層付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ACﾄﾞﾚﾝ） 天井内,屋内露出

・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ｶﾗｰVP） 屋外露出

冷 媒 管 ・ 冷媒用被覆銅管（ﾒｰｶｰ標準品）

図示による。

年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

特－０３令和元年 令和元年11月

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

－機械設備工事　特記仕様書（３）久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事



案　内　図 Ｓ＝Ｎ．Ｓ

至　福岡・鳥栖

主

（一）

篠山

コーポレーション

久
留

米
駅
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年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長
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機械・材料
工学科棟
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(001)機械・材料工学科棟　   S38 R4 2,623㎡
 H15 R4    19㎡

(042)筑水寮（学生寄宿舎２号館）

(048)つつじ寮（学生寄宿舎）
　　(合宿研修所)
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本工事：専攻科棟(機器更新の工事)

(044)専攻科棟

令和元年

縮 尺

Ａ １ ： 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０ ０
Ａ ３ ： 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０ ０

案内図・配置図

図 面 名 称

久留米工業高専攻科棟空調設備改修工事

工 事 名 称

令和元年11月

本工事：管理棟(集中制御の工事)

(006)車庫

(020)物品庫

(038)事務部倉庫



年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

Ｍ－０２

１

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ３ ２００１

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電源

φ Ｖ
設置場所等台数

参考消費電力（ｋＷ）

定格冷房 定格暖房

Ｒ階
ＡＣＰＭ

室外機　

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ２００１

１－１

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ＡＣＰＭ

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ２００１ ０.０３ ０.０３
ＡＣＰＭ

１－２

２００１ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン １

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン

０.０３０.０３

２００１

２００１１室内機　天井埋込カセット２方向吹出し ０.０３０.０３

２００１１室内機　天井埋込カセット２方向吹出し ０.０３０.０３

１－３

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ＡＣＰＭ

ＡＣＰＭ

２

ＡＣＰＭ

ＡＣＰＭ

２－１

２－２

室内機　天井埋込カセット形４方向吹出し

室内機　天井埋込カセット４方向吹出し

ＡＣＰＭ

２－３

ＡＣＰＭ

２－４

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ２００１１室内機　天井埋込カセット２方向吹出し ０.０３０.０３

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ２００１室内機　天井埋込カセット２方向吹出し ０.０３０.０３

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ＡＣＰ
２００空冷ヒートポンプパッケージエアコン １ ３

ＡＣＰ
２００空冷ヒートポンプパッケージエアコン ３

ＡＣＰ
空冷ヒートポンプパッケージエアコン ３１

１

３

２

集 中 管 理 リ モ コ ン カラー液晶表示装置（タッチパネル方式）

付属品：初期入力用ソフト．初期データアドレス設定　共

機能：個別／一括　運転．停止．運転モード切換．手元操作禁止／許可．温度設定．表示．アラ－ム表示．

　　：フィルターサイン．スケジュール運転．デマンド制御（ピークカット）

１ １ １００ １階　ＥＰＳ内

個 別 リ モ コ ン ワイヤードリモコン

※　空冷ヒートポンプエアコン用は、機器に含む

※　設置位置は、自動制御設備平面図参照

参考型式：ＡＥ－２００Ｊ

（ビル用マルチエアコン用）

２

２ １階　物質工学実験室

１階　準備室

Ｒ階室外機 ３

２階　資料室

３階　専攻科主事室

３階　教員室

３ ３階　教員室×２、進路指導室

２ ３階　ゼミ共同研究室

３階　専攻科講義室(Ａ４)

２階　専攻科大講義室(Ａ３)

標準ペア型

同時ツイン型

同時ツイン型

天井埋込カセット形４方向吹出し×２台　　

外形寸法：950×950×290

　　（３）冷房能力・暖房能力は、ＪＩＳ標準条件能力とする。

　　（４）冷暖房性能及び特性は、ＪＩＳ　Ｂ　８６１６　に基づいた値とする。

　　（５）空調機機種は、空冷ヒートポンプエアコンは、最高位省エネ機種・ビル用マルチエアコンは、標準機種とする事。

注）（１）全て既設配管利用機種採用の事。

　　（２）機器の消費電力は、参考値とする。

冷　媒　：Ｒ３２　　

０.０５ ０.０５

外形寸法：950×950×300

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

室内機　天井埋込カセット形４方向吹出し

冷房能力：　7.1kW　　　　　　　　暖房能力：8.0kW

外形寸法：950×950×300

冷房能力：　22.4kW　　　　　　　暖房能力：25.0kW

冷　媒　：Ｒ３２

冷房能力：　4.5kW　　　　　　　　暖房能力：5.0kW

外形寸法：1080×710×350

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

冷房能力：　4.5kW　　　　　　　　暖房能力：5.0kW

外形寸法：1080×710×350

外形寸法：1080×710×350

冷房能力：　2.8kW　　　　　　　　暖房能力：3.2kW

冷房能力：　2.8kW　　　　　　　　暖房能力：3.2kW

外形寸法：1080×710×350

－

数量

注）寸法は、参考とする。

１階　機械・電気システム工学実験室

部屋名 機　器　名　称
天井開口寸法

既設機種 更新機種

否

否

否

ワイドパネル要否階　数

１　階　 機械･電気システム工学実験室

１　階　

１　階　 物質工学実験室

準備室

ACPM1-1　天井埋込カセット形４方向吹出し

ACPM1-2　天井埋込カセット形２方向吹出し

ACPM1-3　天井埋込カセット形２方向吹出し

２　階　

２　階　 資料室

３　階　

３　階　

３　階　

３　階　

ACPM2-1　天井埋込カセット形４方向吹出し

ACPM2-2　天井埋込カセット形４方向吹出し

ACP-2　天井埋込カセット形４方向吹出し

３　階　

専攻科主事室

教員室

教員室×2、進路指導室

ゼミ共同研究室

専攻科講義室(A4)

専攻科大講義室(A3)

冷房能力：　40.0kW　　　　　　　暖房能力：45.0kW

１３.２４ １０．９

６．３ ６．２

冷房能力：　20.0kW　　　　　　　暖房能力：22.4kW

冷　媒　：Ｒ４１０Ａ

６．４９ ５．６５

冷房能力：　20.0kW　　　　　　　暖房能力：22.4kW

冷房能力：　10.0kW　　　　　　　暖房能力：11.2kW

天井埋込カセット形４方向吹出し

２.４７ ２.４９

天井埋込カセット形４方向吹出し×２台　　

冷　媒　：Ｒ４１０Ａ

２００ ６．４９ ５．６５

９５０ｘ９５０

９５０ｘ９５０

９５０×９５０

９５０ｘ９５０

９５０ｘ９５０

８４０ｘ８４０

１０８０ｘ７１０

１０８０ｘ７１０

１０８０ｘ７１０

１０８０ｘ７１０

８４０ｘ８４０

８４０ｘ８４０

機　器　表　(改修後）

１４９０×９５０

９５０ｘ９５０

９５０ｘ９５０

１０１０ｘ６２０

１０１０ｘ６２０

ACPM2-3　天井埋込カセット形２方向吹出し

ACPM2-4　天井埋込カセット形２方向吹出し

１４９０×９５０

１４９０×９５０

１４９０×９５０

否

必要

必要

必要

必要

必要

必要

２

２

１

１

－

－

２

２

名　称

Ｒ

シ　ン　ボ　ル 使　用　材　料　名

冷 媒 管

備　　　考

冷媒用被覆銅管（メーカー標準仕様）　　　　※ガス管の３８.１φ以下は、保温厚２０ｍ／ｍとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※液管の９.５２φ以下は、保温厚８ｍ／ｍとする。

NO.SCALE専攻科棟　階高参考図
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ド レ ン 管 空調ドレン用結露防止層付硬質塩化ビニル管（ＡＣドレン）Ｄ

既設天井材撤去再取付

天井点検口

天井石膏ボード９.５ｔ　９００ｘ４５０　ビス塗装補修共

既設天井点検口

４５０×４５０

４５０×４５０

新設・撤去配管

冷媒管　：冷媒用断熱材被覆銅管
既設配管

ドレン管：配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

既設配管接続部

ワイドパネル必要個所一覧表

冷房能力：　9.0kW　　　　　　　　暖房能力：10.0kW

冷房能力：　4.5kW　　　　　　　　暖房能力：5.0kW

　　（６）空調室内機のワイドパネル設置箇所は、ワイドパネル必要個所一覧表を参照の事。

－

ACP-1　天井埋込カセット形４方向吹出し(同時ツイン)

ACP-3　天井埋込カセット形４方向吹出し(同時ツイン)

※エレベ－タは無いので、レッカーによる荷揚げ、荷下ろしが必要。
建物周囲にレッカーを設置する事は可能。

１階ｘ３　２階ｘ２　３階×８

床下ピット

13

管理点数：室外機６台　室内機　１５台

令和元年 久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

Ａ ３ ： Ｎ ． Ｓ
Ａ １ ： Ｎ ． Ｓ専攻科棟

空調設備　機器表(改修後）､凡例、階高参考図
令和元年11月

凡　　例

(
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さ
)
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さ
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(
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井

高
さ

)

▽GL

　　（７）グリーン購入法適合機器とする。

外形寸法：1240×765×1660 参考重量：308kg

外形寸法：930×765×1660 参考重量：234kg

外形寸法：940×320×1430

外形寸法：840×840×288

外形寸法：940×320×1430

冷　媒　：Ｒ３２　　冷媒充填量：3.35kg

外形寸法：840×840×288

外形寸法：840×840×288

外形寸法：940×320×1430

参考重量：90kg

重量：128kg

重量：128kg



年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長
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R D R R

ＸＸ０ Ｘ１ Ｘ２ ３ Ｘ４

２８，０００

２４５ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

Ｓ＝１／１００

R R R R R R

Ｃ ＣＢ Ｅ Ｅ Ａ

Ｅ Ｅ Ａ

特記）１．室内機更新接続の為、冷媒配管（液管・ガス管）及びドレン配管は、新設配管を１ｍ見込む。

ACPM

2-1

教員室 進路指導室 教員室

ACPM ACPM ACPM ACPM

専攻科主事室

2-4 2-4 2-4 2-2

ACP

2

2

Ｃ Ｂ Ｃ

階段室2

ACP ACP

2

ACPM

1

ACP

3

1

ACP

ACPM

2

Ｇ Ｇ Ｇ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

専攻科棟　Ｒ階平面図

専攻科棟　３階平面図

※室外機基礎は既存利用

Ｃ

Ｂ

Ｃ

基礎は既存基礎を利用

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

25 25

25 25
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０
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０
０

Ｙ２
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Ｙ０

Ｙ２

Ｙ０

冷媒管サイズ

冷媒管番号 液管 ガス管

Ａ

Ｂ
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１９．１

１２．７

渡り配線サイズ
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□

ＣＶＶ２　－３Ｃ
□

ＣＶＶ２　－３Ｃ
□
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□
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□
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□

ＣＶＶ２　－３Ｃ
□

令和元年
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縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

専攻科棟 Ａ １ ： １ ／ ２ ０ ０
Ａ ３ ： １ ／ １ ０ ０空調設備１･２･３･Ｒ階平面図(改修後)

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事令和元年11月

ラウンジ

　　　　　但し、室内外渡り配線及び伝送線は、余長分にて接続とする。

６．室外機基礎は既存利用する。
　　　５．屋上設置の室外機は、防振ゴム１５ｍｍ以上敷込の事。
　　　４．屋上露出冷媒配管外装は、全てガルバリウム鋼板にて更新の事。
　　　３．冷媒配管（液管・ガス管）は、新設配管を１ｍ見込む。
　　　２．室外機更新接続の為、冷媒配管（液管・ガス管）及び室内外渡り配線は、図示の新設配管・配線を見込む。

学生控室 ゼミ室 専攻科講義室Ｂ

Ｇ

Ｆ 32

Ｇ

Ｅ

Ｅ
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７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

Ｓ＝１／１００

ACP ACP

専攻科大講義室(Ａ４)3 3

専攻科講義室Ａ
男子便所

ＸＸ０ Ｘ１ Ｘ２ ３ Ｘ４

２８，０００

７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

Ｒ

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ
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ACPM
ACPM

2
1

ACP

1

ACP

3

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

ACP
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Ｒ

Ｓ＝１／１００専攻科棟　２階平面図 Ｓ＝１／１００

Ｒ

ＰＳ

ＰＳＰＳ

電気室

Ａ

Ａ

以降配置図参照

既設ケーブルラック　

４００Ｗ（セパ付）　

ゼミ共同研究室

専攻科棟　１階平面図 Ｓ＝１／１００

※１階の床下は総ピットとなっている。

機械電気システム工学実験室

Ｃ

Ｃ Ｃ Ｃ

ACP

2

2

ACP

2

ACP

ACPM ACPM ACPM ACPM

2-22-42-42-1

教員室 進路指導室 教員室教員室

ACPM
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専攻科主事室
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　集中管理リモコン収納函

▽ＦＬ

１
,２

０
０

Ｓ＝Ｎ．Ｓ

独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校
年　　度 図面番号設計年度

課長補佐 係長事務部長 総務課長

Ｍ－０４

ダイヤモンドカッター斫り補修(壁)

75φ×150L

Ｃ Ｃ Ｃ

Ｂ

　

凡　　例

シンボル 仕　　　様

空調機用リモコン工事

名　称 サイズ・規格

リモコン本体 １２０Ｗｘ１９Ｄｘ１２０Ｈ

スイッチボックス ２個用

リモコン配線 ＣＶＶ－Ｓ２°－２Ｃ

Ｒ

天井内ケーブル配線

管内ケーブル配線

プルボックス

ジョイントボックス

　

集中管理用光ケーブル

集中管理用光ケーブル

丸型露出ボックス（樹脂製）

工事内容

新　設

－

－

－Ａ－

Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰ　　　　　（集中管理用光ケーブル） （ＰＦ１６　ケーブルラック内）

－Ｂ－

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１．２５°－２Ｃx１（集中管理用リモコン線）

ＥＭ－ＩＥ５．５°x１（ＰＢ用ＥＤ）
（ＨＩＶＥ２２)

－ＵＰ１－

－ＤＮ１－

－ＵＰ２－

－ＤＮ２－

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１.２５°－２Ｃｘ１（集中管理リモコン線）

Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰ　　　　　（集中管理用光ケーブル）

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１.２５°－２Ｃｘ１（集中管理リモコン線）

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１.２５°－２Ｃｘ１（集中管理リモコン線）

－Ｃ－

SS200×200×100WP-SUS

Ｒ

令和元年

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺

専攻科棟 Ａ １ ： １ ／ ２ ０ ０久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事
Ａ ３ ： １ ／ １ ０ ０自動制御設備１･２･３･Ｒ階平面図(改修後)

令和元年11月

ＥＰＳ

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１．２５°－２Ｃx２（集中管理用リモコン線） （ＨＩＶＥ２８）

集中管理リモコン収納函

ＤＮ１

ＵＰ１

ダイヤモンドカッター斫り補修(床)
75φ×150L

ＤＮ２

ＵＰ２

ＤＮ１

ダイヤモンドカッター斫り補修(床)
75φ×150L

ＵＰ１

専攻科棟　３階平面図

専攻科棟　Ｒ階平面図

※集中管理リモコン線の室外機接続部は、「ビニル被覆金属可とう電線管」にて接続のこと。

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１.２５°－２Ｃｘ１（Ｃ１９）

Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰ（Ｃ１９）　

１階ＰＳ外部　集中管理リモコン収納函取付要領図

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）



ダイキン製：RY200CA　　冷房能力：17,700　kcal/h　　　　　　暖房能力：9,620　kcal/h

年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

６.３０

１

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ３ ２００１

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電源

φ Ｖ
設置場所等台数

参考消費電力（ｋＷ）

定格冷房 定格暖房

Ｒ階６.２０
ＡＣＰＭ

機　器　表　(改修前・撤去）

室外機　

冷房能力：　25,600　kcal/h　　　　　　　暖房能力：19,900　kcal/h

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ２００１ ０.０３ ０.０３

１－１

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ＡＣＰＭ

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ２００１ ０.０３ ０.０３

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ＡＣＰＭ

１－２

２００１ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン １

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン

０.０３０.０３

２００１ ０.０３０.０３

２００１１室内機　天井埋込カセット２方向吹出し ０.０３０.０３

２００１１室内機　天井埋込カセット２方向吹出し ０.０３０.０３

１－３

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ＡＣＰＭ

ＡＣＰＭ

２

ＡＣＰＭ

ＡＣＰＭ

２－１

２－２

室内機　天井埋込カセット形４方向吹出し

室内機　天井埋込カセット形４方向吹出し

室内機　天井埋込カセット４方向吹出し

冷房能力：　6,250　kcal/h　　　　　　　　暖房能力：5,350　kcal/h

ＡＣＰＭ

２－３

ＡＣＰＭ

２－４

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ２００１１室内機　天井埋込カセット２方向吹出し ０.０３０.０３

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ビ ル 用 マ ル チ エ ア コ ン ２００１室内機　天井埋込カセット２方向吹出し ０.０３０.０３

付属品：化粧パネル．他標準付属品　共

ＡＣＰ
２００空冷ヒートポンプパッケージエアコン １ ３

ＡＣＰ
２００空冷ヒートポンプパッケージエアコン ３

３.６５ ３.５１

２.７０ ２.４０

ＡＣＰ
２００空冷ヒートポンプパッケージエアコン ３ ２.７０ ２.４０１

１

３

２

２ １階　機械・電機システム工学実験室

２ １階　物質工学実験室

１階　準備室

Ｒ階３

２階　資料室

３階　専攻科主事室

３階　教員室

３ ３階　教員室×２、進路指導室

２ ３階　ゼミ共同研究室

３階　専攻科講義室(Ａ４)

２階　専攻科大講義室(Ａ３)

冷房能力：　5,100　kcal/h　　　　　　　　暖房能力：3,650　kcal/h

冷房能力：　2,890　kcal/h　　　　　　　　暖房能力：2,200　kcal/h

冷房能力：　14,800　kcal/h　　　　　　　暖房能力： 9,530　kcal/h

冷房能力：　3,300　kcal/h　　　　　　　　暖房能力：1,810　kcal/h

冷房能力：　3,420　kcal/h　　　　　　　　暖房能力：1,130　kcal/h

冷房能力：　1,950　kcal/h　　　　　　　　暖房能力：2,130　kcal/h

冷房能力：　2,020　kcal/h　　　　　　　　暖房能力：1,490　kcal/h

標準ペア型

同時ツイン型

同時ツイン型

重量：395kg外形寸法：1935×700×1490

冷　媒　：Ｒ２２　　冷媒充填量：22kg

外形寸法：1290×700×1220 重量：230kg

冷　媒　：Ｒ２２　　冷媒充填量：15.4kg

冷　媒　：Ｒ２２　　冷媒充填量：4kg

外形寸法：1280×700×1220 重量：170kg

天井埋込カセット形４方向吹出し×２台　　

冷　媒　：Ｒ２２　　冷媒充填量：4kg

天井埋込カセット形４方向吹出し×２台　　

冷　媒　：Ｒ２２　　冷媒充填量：4kg

外形寸法：1280×700×1220 重量：170kg

外形寸法：880×354×1215 重量：101kg

外形寸法：1490×950×315

外形寸法：1490×950×315

外形寸法：1490×950×315

外形寸法：950×950×290

外形寸法：950×950×290

外形寸法：950×950×290

外形寸法：950×950×290

外形寸法：1010×620×400

外形寸法：1010×620×400

注）室外機撤去にあたり、冷媒回収を行い、フロン排出抑制法に従い、適切に処理する事。

Ｍ－０５令和元年

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

Ａ ３ ： Ｎ ． Ｓ
Ａ １ ： Ｎ ． Ｓ専攻科棟

空調・換気設備　機器表　（改修前・撤去）
久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事

室外機(ダイキン製：RSXY8H)

外形寸法：1490×950×315天井埋込カセット形４方向吹出し×２台　　

ダイキン製：RY90DB　　冷房能力： 7,400　kcal/h　　　暖房能力：4,160　kcal/h

ダイキン製：RY200CA　　冷房能力：13,500　kcal/h　　　　　　　　暖房能力：3,780　kcal/h

令和元年11月
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φ

３１．８１５．９

１５．９ ２８．６

２５．４１２．７

２２．２

１９．１

１２．７

Ｆ

Ｆ

2540
Ｅ

Ｇ
Ｇ

Ｃ Ｄ
Ａ

Ｇ32

25

ACP ACP

専攻科大講義室(Ａ４)3 3

R
RD

32

R
R

ACPM

1-1

25

専攻科講義室Ａ

ACPM

1-1

D

D

専攻科主事室

R
R

教員室 進路指導室 教員室

D

Ｅ

Ｅ

Ｇ 32 32
Ｆ

32

Ｇ

Ｆ

Ｇ Ｇ

Ｇ

25 25

25 25

32 32 32

Ｅ Ｅ

Ｃ

Ｃ

32 32
Ｅ Ｅ

32

32

25

ＰＳ

男子便所

R R R RR R

Ｃ ＣＢ Ｅ Ｅ Ａ

40

25

教員室

Ｂ 40 Ｇ Ａ

R D R R

R

Ａ

D

倉庫

D

40

物質工学実験室

40

R
D

R
D

R

D
R

D
R

D
R R R

D

ＤＮＵＰ

階段室

ＵＰＤＮ

屋　根

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

１
４

，
０

０
０

７
，

３
０

０
６

，
７

０
０

専攻科講義室Ａ

ＥＰＳ

ＸＸ０ Ｘ１ Ｘ２ ３ Ｘ４

２８，０００

２４５ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

専攻科棟　２階平面図 Ｓ＝１／１００

１
４

，
０

０
０

Ｙ２

Ｙ０

専攻科講義室Ｂ学生控室 ゼミ室

Ｓ＝１／１００専攻科棟　２階平面図

資料室

廊　下

ACPM

1

ACP

1

ACP

専攻科大講義室(Ａ３)

2-1

25

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

２８，０００

２４５ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５D

40

ＰＳ

R

階段室

Ａ

RD RR

40
ＡＢ Ｇ

D
R

D
R

D
R

D
R

R

D R

Ｇ

Ｇ
32

32Ｅ 32Ｅ

Ｂ 32

男子便所

1

ACP

ACP

ACP ACP

3

2 2

ACPM

1

ACPM

2

R
R

R

R
R
R

R R R R R R

Ｃ ＣＢ Ｅ Ｅ Ａ

身障者便所

Ｃ ＣＢ

Ｅ Ｅ Ａ

Ｎ

年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

Ｍ－０６

特記）１．室内機更新接続の為、冷媒配管（液管・ガス管）及びドレン配管は、撤去配管を１ｍ見込む。

　　　２．屋上露出冷媒配管外装は、更新するため撤去する事。

令和元年

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

専攻科棟 Ａ １ ： １ ／ ２ ０ ０
Ａ ３ ： １ ／ １ ０ ０

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事
空調設備１･２･３･Ｒ階平面図(改修前・撤去)

令和元年11月



Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

１
４

，
０

０
０

７
，

３
０

０
６

，
７

０
０

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

１
４

，
０

０
０

７
，

３
０

０
６

，
７

０
０

廊　下

ＵＰ

ＵＰ

階段室

倉庫

階段室

女子便所

ＥＰＳ

ラウンジ

玄　関

ポーチ

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

２８，０００

２４５ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

ACPM

1-1

ACPM

1-1

ACPMACPMACPM

準備室

1-31-21-2

倉庫

ＤＮＵＰ

階段室

ＵＰＤＮ

屋　根

専攻科講義室Ａ

専攻科講義室Ｂ学生控室 ゼミ室

資料室

廊　下

ACPM

1

ACP

1

ACP

専攻科大講義室(Ａ３)

2-1

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

２８，０００

２４５ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

階段室

男子便所

身障者便所

Ｒ Ｒ

物質工学実験室

ＲＥＰＳ

１
４

，
０

０
０

７
，

３
０

０
６

，
７

０
０

１
４

，
０

０
０

Ｙ２

Ｙ０

Ｘ

廊　下

ＤＮＵＰ

階段室

階段室

ＵＰＤＮ

ＥＰＳ

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ ３ Ｘ４

２８，０００

７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

専攻科棟　２階平面図 Ｓ＝１／１００

ACP ACP

専攻科大講義室(Ａ４)3 3

専攻科講義室Ａ
男子便所

ＸＸ０ Ｘ１ Ｘ２ ３ Ｘ４

２８，０００

７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

Ｒ

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

２４５

２４５

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

Ｒ

Ｓ＝１／１００専攻科棟　２階平面図 専攻科棟　２階平面図 Ｓ＝１／１００

Ｒ

ＰＳ

ＰＳ

電気室

以降配置図参照

ゼミ共同研究室

専攻科棟　１階平面図 Ｓ＝１／１００

※１階の床下は総ピットとなっている。

機械電気システム工学実験室

2

ACP

2

ACP

ACPM ACPM ACPM ACPM

2-22-42-42-1

教員室 進路指導室 教員室教員室

ACPM

2-4

専攻科主事室

Ｎ

独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校
年　　度 図面番号設計年度

課長補佐 係長事務部長 総務課長

Ｍ－０７

Ｒ

名　称 サイズ・規格

リモコン本体 １２０Ｗｘ１９Ｄｘ１２０ＨＲ

工事内容

撤　去

　リモコン配線 ＣＶＶ－Ｓ２°－２Ｃ －

空調機用リモコン　撤去工事

Ｒ

ＰＳ

令和元年

工 事 名 称 図 面 名 称 縮 尺

専攻科棟 Ａ １ ： １ ／ ２ ０ ０久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事
Ａ ３ ： １ ／ １ ０ ０自動制御設備１･２･３･Ｒ階平面図(改修前・撤去)

令和元年11月



１

ＬＡＮ

　
集中管理リモコン

ＡＥ－２００Ｊ

ＨＵＢ

　集中管理リモコン収納函

　既設集中管理リモコン線　ＣＶＶ－Ｓ１.２５°－２Ｃ

ＲＳ

室内機

ＲＳ

室内機

ＲＳ

室内機

ＲＳ

室内機

既設　個別リモコン線
ＣＶＶ－Ｓ２°－２Ｃ

　個別リモコン

既設　室内外渡り配線
ＣＶＶ－Ｓ１.２５°－２Ｃ（冷媒管共巻）

（電気設備） （電気設備） （電気設備） （電気設備）

集中管理リモコン線
ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１.２５°－２Ｃ

２

３

　

管　理　棟

ＨＵＢ

　既設　集中管理リモコン収納函

ａ ｂ

１φ１００Ｖ

ＬＡＮ

変　電　室

既設ＤＭ盤

ＷＨ

　電流センサー（電気設備）

　デマンド監視サーバー

（電気設備）

：ＨＵＢ

ａ ：光コンバーター（ものづくりセンター系統）

ｂ ：光コンバーター（デマンド監視サーバー系統）

ｃ ：拡張コントローラー

（既設）

光ケーブル

専門教室棟

室外機：６台
室内機：１３台

ＨＵＢｃ

給電

ユニット

集中管理リモコン

Ｇ－１５０ＡＤ

既設　集中管理用光ケーブル 集中管理用光ケーブル

光コンバーター

光コンバーター

拡張
コントローラー

室外機：３１台
室内機：４５台

ものづくりセンター

ＬＡＮ

　パルス発信器付電力量メーター

１φ１００Ｖ

（電気設備）

１φ１００Ｖ

（電気設備）

　ＴＧ－２０００

２

１

２

：光コンバーター（専攻科棟）

既設　総合監視パソコン

　

室外機：３台
室内機：６台

専攻科棟(既設)

専攻科棟

　光コンバーター収納函(新設)

【既設】

【既設】

【既設】

【今回の工事】

ＡＣＰＭ－１ＡＣＰＭ－２ＡＣＰ－２ ＡＣＰ－１ＡＣＰ－３

室内機

ＲＳ

（電気設備）

　（取付・接続とも）

１ 自動制御設備（共通）　集中管理システム系統図

年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

Ｍ－０８令和元年

室外機：９台
室内機：３６台

一般教室棟

室外機：４台
室内機：６台

文科・理科棟

既設　集中管理リモコン線

【既設】

【既設】

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

自動制御設備　集中管理システム系統図 Ａ １ ： 　 Ｓ ＝ Ｎ ． Ｓ
Ａ ３ ： 　 Ｓ ＝ Ｎ ． Ｓ

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事令和元年11月

室外機：１台
室内機：２台

一般共通棟



１ ２

３

４

　

　

４ ４

２

３５

６

３

４

５

６

５ ６

４
４

５

６

１

１ ２

１

２

４ １

φ Ｖ Ｗ

１ ２

１３３

４４

３５

４６

５ ６

■ 　 集 中 管 理 シ ス テ ム 概 要

集中管理システム仕様書 集中管理システム機器表

光コンバーター収納函参考姿図

集中管理リモコン収納函参考姿図

■ 　 管 理 棟 １ 階 　 Ｅ Ｐ Ｓ 　 ｘ １ 面

鍵（Ｎｏ　Ｎ２００番）　

鍵（Ｎｏ　Ｎ２００番）　

名　称記号

光コンバーター ７０Ｗｘ２６Ｄｘ９４Ｈ

ＨＵＢ ８６Ｗｘ２９Ｄｘ１４３Ｈ

１２０Ｗｘ３６Ｄｘ２００Ｈ

配線用遮断器 ＭＣＣＢ２Ｐ３０ＡＦ２０ＡＴ

備　　考

２個

１φ１００Ｖ

サイズ・規格

２口コンセント ２８Ｗｘ２３Ｄｘ１１０Ｈ ２個

仕様：鋼板製屋内露出形　１.６ｔ　メラミン焼付塗装（５Ｙ７／１）

参考寸法：５００Ｗｘ１２０Ｄｘ６００Ｈ

名　称記号

光コンバーター ７０Ｗｘ２６Ｄｘ９４Ｈ

備　　考サイズ・規格

仕様：鋼板製屋内露出形　１.６ｔ　メラミン焼付塗装（５Ｙ７／１）

参考寸法：５００Ｗｘ１２０Ｄｘ６００Ｈ

１２０Ｗｘ３６Ｄｘ２００Ｈ

配線用遮断器 ＭＣＣＢ２Ｐ３０ＡＦ２０ＡＴ １φ１００Ｖ

２口コンセント ２８Ｗｘ２３Ｄｘ１１０Ｈ １個

２８４Ｗｘ６５Ｄｘ２００Ｈ集中管理リモコン

集中管理リモコン　

備考

備考

光接続函

光接続函

名　　　称 仕　　　様 台　数

１００ ２.５５

電　　源

光コンバーター ＬＡＮインターフェイス　マルチモードタイプ

アクセス方式：ＣＳＭＡ／ＣＤ（１０ＢＡＳＥ－Ｔ．１００ＢＡＳＥ－ＴＸ．１００ＢＡＳＥ－ＦＸ）

付属品：ＡＣアダプター．壁取付金具．標準付属品　共

伝送速度：１０Ｍｂｐｓ（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）．１００Ｍｂｐｓ（１００ＢＡＳＥ－ＴＸ・１００ＢＡＳＥ－ＦＸ）

参考：ＬＴＲ２－ＴＸ－ＭＦＣ２Ｒ

記　号 備　　考

１００ＨＵＢ スイッチングＨＵＢ（１００ＢＡＳＥ－ＴＸ用）　５ポート

アクセス方式：ＣＳＭＡ／ＣＤ

付属品：ＡＣアダプター．壁取付金具．標準付属品　共

伝送速度：１００Ｍｂｐｓ（１００ＢＡＳＥ－ＴＸ）．１０Ｍｂｐｓ（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）

１.８０ 参考：ＬＳＷ４－ＴＸ－５ＮＳ／ＷＨＤ

樹脂製　４芯用 参考：ＳＰＨＲ－Ｓ４光接続函

配線用遮断器 ＭＣＣＢ２Ｐ３０ＡＦ２０ＡＴ

２口コンセント ２Ｐ１５Ａｘ２ＥＴ付

注 記 ） １ ． 集 中 管 理 シ ス テ ム 機 器 の 仕 様 は 、 各 棟 に 設 置 さ れ た 「 集 中 管 理 リ モ コ ン 」 及 び 既 設 集 中 管 理 機 器 等 に 適 応 す る 仕 様 と す る 事 。

　 　 　 ２ ． 集 中 管 理 シ ス テ ム に 使 用 す る 光 ケ ー ブ ル 並 び に Ｌ Ａ Ｎ ケ ー ブ ル は 、 集 中 管 理 シ ス テ ム の 構 成 機 器 仕 様 に 適 応 す る 仕 様 と す る 事 。

凡　　例

凡　　例

シンボル

天井内ケーブル配線

管内ケーブル配線

集中管理用光ケーブル

集中管理用光ケーブル

仕　　　様

シンボル

光ケーブル

仕　　　様名　　　称

光ファイバーケーブル

ＬＡＮケーブルＬＡＮ

マルチモード２芯　ＥＭ・屋外仕様

カテゴリー５　ＵＴＰケーブル

Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰ

ＥＭ－ＵＴＰ５Ｅ－４Ｐ

ＥＭ－ＣＥＥ－Ｓ１.２５°－２Ｃ集中管理用リモコン線

注記）１．光ケーブルの品番は、参考とする。

ＴＭ

　　　　　　　　　形　態：デスクトップパソコン

　　　　　　　　　ＬＡＮ：１ポート（１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ）

　　　　　　　　　サウンド機能：スピーカー内蔵

　　　　　　　　　ＵＳＢ：２ポート以上

　　　　　　（３）付属品：接続ケーブル他標準付属品一式

機器構成　：（１）パーソナルコンピューター

　　　　　　　　仕　様

電　　源　：ＡＣ１００Ｖ

その他　　：停電後の場合においても、復旧後速やかに操作・計測・監視を
　　　　　　再開可能なシステム構成とする事。

年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

１

　 １ ． 「 専 攻 科 棟 」 に 「 集 中 管 理 リ モ コ ン 」 を 新 設 し 、 今 回 の 更 新 空 調 機 の 集 中 管 理 を 行 う 。

　 　 　 に て 監 視 を 行 う 。

　 ２ ． 「 専 攻 科 棟 」 の 「 集 中 管 理 リ モ コ ン 」 よ り 、 光 ケ ー ブ ル を 共 同 構 に 敷 設 し 、 管 理 棟 の 既 設 「 集 中 管 理 リ モ コ ン 」 と 統 合 す る 。

■ 　 集 中 管 理 シ ス テ ム の 試 運 転 調 整

　 　 　 既 設 空 調 機 の 集 中 管 理 試 運 転 調 整 を 行 う 。

　 ２ ． 同 上 に よ り 、 デ マ ン ド 制 御 試 運 転 調 整 を 行 う 。

　 １ ． 集 中 管 理 リ モ コ ン の 新 設 取 込 み 及 び 、 総 合 監 視 パ ソ コ ン ・ ソ フ ト の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ に 伴 い 、 総 合 監 視 パ ソ コ ン に よ る 今 回 新 設 空 調 機 並 び に 、

　 １ ． 総 合 監 視 用 パ ソ コ ン （ デ ス ク ト ッ プ パ ソ コ ン ） 及 び カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ （ 液 晶 １ ７ イ ン チ ） は 既 設 を 利 用 す る 。

　 ２ ． 総 合 監 視 ソ フ ト （ 三 菱 電 機 製 ： Ｔ Ｇ － ２ ０ ０ ０ 　 Ｖ ｅ ｒ ６ .６ １ ） は イ ン ス ト ー ル 済 み 。

■ 　 集 中 管 理 シ ス テ ム 機 器 に つ い て

Ｍ－０９

　 ３ ． 既 設 「 集 中 管 理 リ モ コ ン （ 三 菱 電 機 製 ： Ｇ － １ ５ ０ Ａ Ｄ ） 及 び 今 回 新 設 「 集 中 管 理 リ モ コ ン 」 の 上 位 監 視 盤 と し て 、 既 設 総 合 監 視 用 パ ソ コ ン （ 総 合 監 視 ソ フ ト ）

令和元年

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事令和元年11月

総合監視用パソコン(更新)

■ 　 専 攻 科 棟 １ 階 Ｐ Ｓ 　 外 部 壁 面 (室 内 )　 ｘ １ 面 　

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０

　　　　　　（２）カラーディスプレイ再利用（液晶２１インチ）

　　　　　　　　　ハードディスク：１ＴＢ以上

　　　　　　　　　記憶装置：ＤＶＤ　Ｍｕｌｔｉドライブ

　Pro（６４ビット）
(ビジネスモデルを推奨)

　　　　　　　　　ＣＰＵ：Ｃｏｒｅ　　２Ｄｕｏ.1.66ＧＨｚ以上

　　　　　　　　　メモリ：４ＧＢ以上

　　　　　　　　　モデム：ネットワーク接続用モデム

※専用ソフトとして使用すること。２４時間常時動作すること。

自動制御設備
集中管理システム仕様書・機器表

Ａ １ ： 　 Ｓ ＝ Ｎ ． Ｓ
Ａ ３ ： 　 Ｓ ＝ Ｎ ． Ｓ

　



Ｎ

ＢＡ

Ｃ

Ｄ

光コンバーター収納函

ＤＮ

以降配置図参照

既設　集中管理リモコン収納函

管理棟　１階平面図（改修後） Ｓ＝１／１００

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

９ ８ ７ ６

更衣室

（女）

更衣室

（男）

書庫

ＷＣ１

（女）

ＷＣ１

（男）

玄関ホール

情報公開

スペース

廊下

保健室 学生相談室

倉庫２

倉庫１

ＥＰＳ

１２ １１ １０

６
,０

０
０

２
,３

０
０

６
,０

０
０

５ ,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００ ４,０００

配　置　図（改修後） Ｓ＝１／５００

以降管理棟１階平面図参照

管理棟

Ｐ

図書館

事務用

一般教室棟

５,５００

文科・理科棟

一般共通棟

４
,０

０
０

５ ,０００

電算機室

（６０台）

５,０００

４
,０

０
０

４ ,０００

専攻科棟

センター
テクノ

地域共同

　集中管理用光ケーブル

　共同構内サドル止め

　Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰ（ＰＦ１６）

Ｎ

特記）１．　　　　　　　　　は、防火区画を示す。

－Ａ－

Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰｘ２（集中管理用光ケーブル） （ＰＦ１６ｘ２）

▽ＦＬ

１
,２

５
０

８
０

０

　既設　集中管理リモコン収納函

７
０

０

　既設　ケーブルラック

１φ１００Ｖ

（電気設備）

　既設　ケーブルラック

６
０

０

５００

　光コンバーター収納函

ＥＰＳ

Ｓ＝Ｎ．ＳＳ＝Ｎ．Ｓ既設　集中管理リモコン収納函取付要領図 光コンバーター収納函取付要領図

Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰｘ２（集中管理用光ケーブル）

－Ｂ－

（天井内コロガシ）

－Ｃ－

ＥＭ－ＵＴＰ５Ｅ－４Ｐ（ＬＡＮケーブル） （既設ケーブルラック内）

－Ｄ－

Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰｘ２（集中管理用光ケーブル） （既設ケーブルラック内）

－ＤＮ－

Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰ（集中管理用光ケーブル）

部屋名　　　２．　　　　　　　は、直天を示す。

　　　３．光ケーブル「Ｌ－２Ｇ５０－ＥＭＬＡＰ」は、参考品番とする。

（ＶＥ２８）

ＬＡＮケーブル（Ｅ３１）

ＬＡＮケーブルｘ１（Ｅ３１）

Ｓ＝１／２００

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４０００４０００４０００４０００４０００４０００４０００４０００４０００
４００００

４０００

ピット

応接室 ＥＶ

保健室学生相談室

事務部長室 湯沸室

総務課

放送室２
９

０
０

Ｃ
Ｈ

２
７

０
０

２
４

０
０

Ｃ
Ｈ

２
７

０
０

Ｃ
Ｈ

２
７

０
０

Ｃ
Ｈ

２
７

０
０

Ｃ
Ｈ

２
７

０
０

１
２

５
０

Ｃ
Ｈ

２
７

０
０

倉庫１

Ｅ Ｐ Ｓ ２

Ｅ Ｐ Ｓ １

Ｃ
Ｈ

２
７

０
０

校長室

ＧＬ
１ＦＬ

２ＦＬ

ＲＦＬ（水下）

３
６

０
０

３
６

０
０

５
０

０

大会議室

１
６

８
０

１ ０ １ １

印刷室

保健室
パウダー
コーナー

大会議室

ピット ピット

２
５

０
０

２
７

０
０

２
７

０
０

２
７

０
０

２
７

０
０

２
７

０
０

ＷＣ１
（女）

３
６

０
０

３
６

０
０

７
７

０
０

５
０

０

ＧＬ
１ＦＬ

２ＦＬ

Ｒ Ｆ Ｌ （ 水 下 ）

６０００６０００
１４３００
２３００

管理棟　断面図（参考）

７
７

０
０

光ケーブル（Ｅ３１）

年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

Ｍ－１０令和元年

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

自動制御設備

配置図・管理棟１階平面図・断面図（参考）
Ａ １ ： 　 Ｓ ＝ １ ／ ５ ０ ０ 　 ・ １ ／ １ ０ ０ ・ １ ／ ２ ０ ０
Ａ ３ ： 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０ ０ ０ ・ １ ／ ２ ０ ０ ・ １ ／ ４ ０ ０

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事令和元年11月



・再使用する機器は絶縁抵抗測定を行うこと

使用すること

6.再使用機材

摘 要機 材 名

5.環境への配慮 本工事は、｢国等による環境物品等の調達の推進等に関する 法律（グリ
(公共改修仕様書) ーン購入法）」に基づく機材等を使用すること。ただし、これにより難い

(第1編1.4.1)

7.支給材料等

５０φ

　スリーブの材料は､図面に記載が無い場合は､次による。

(公共改修仕様書)

・鋼管 ・硬質塩化ビニル管(防火区画及び水密を要する部分以外)

・有　・無

はつり工事は､図面によるほか次による。

貫通口径

・亜鉛めっき鋼板又は鋼板(さび止めペイント)

仮設備工事

・つば付鋼管　･紙チューブ(外径２００ｍｍ以下で柱､梁以外)　･その他(  )

漏 電 遮 断 器 更新時検査

(第1編2.13.1～3)

・塗装

20.ｲﾝｻｰﾄ及びｱﾝｶｰ

(第1編2.11.1～3)

(公共改修仕様書)
(第1編1.4.3)

・再使用機材の清掃において、ウェス等で落ちない汚れは中性洗剤等を

・有　・無
(公共改修仕様書)

事前確認、

13.撤    去

試 験

(第1編1.5.1～3)

備　　考

検　査

9.施工調査

(公共改修仕様書)
　既設電気設備が関連する工事は、事前調査を行うこと。

・150mm　・200mm　・　　mm

ｺﾝﾘｸｰﾄ厚

箇所

　　機器撤去後の取付ボルト孔等は補修を行う。

箇所数

・150mm　・200mm　・　　mm

箇所

非破壊検査

(第1編1.8.1～6)

１００φ

７５φ ・有　・無

箇所

・150mm　・200mm　・　　mm

(公共改修仕様書)

伴 う 試 験

(第1編1.10.2)

(公共改修仕様書)
資料

(第1編1.11.3)

Ⅰ　．工　事　概　要

福岡県（久留米工業高等専門学校構内）

3．完成期限

拡声設備

電 気 設 備 工 事 ( 改 修 工 事 ) 特 記 仕 様 書

2．工事場所

1．工事名称

　　1）品　　名

　　3－1）品　　名

施 工 部 分

設 備

映像設備

電熱設備

建 築 面 積

電気時計設備

構内交換設備

工

事

出退・情報表示設備

雷保護設備

構内情報通信網設備

構 造 ・ 階 数

延 面 積

建

物

概

電

動力分岐

工 種

棟　　名　　称

電力貯蔵

音響設備

4．工事の種類

要

電灯設備

気

映 像

直流電源

電源設備

屋

　　規　模　等
工　　事　　範　　囲　　表

動力設備

発電設備

電灯分岐

受変電設備

内

電灯幹線

監視カメラ設備

テレビ共同受信設備

呼出設備

非常警報設備

自動閉鎖設備

誘導支援

テレビ電波障害防除

入退室管理設備

駐車場管制設備

ガス漏れ火災警報

時の対策及び災害（停電、自然災害）時の対応等を説明すること。

自動火災報知設備

　保全に関する資料は公共仕様書によるほか、下記に示す機器及びシステ

ムを運用する職員に対して，その機能･操作の説明､保守点検の要領､障害

（4）再資源化するもの

（2）特別管理産業廃棄物

（5）関係法令に従い適切に処理するもの

　　2－1）品　　名

　　2）引渡し先

（1）引渡しを要するもの

　　3）集積場所

（3）現場において再利用するもの

　　2－2）使用場所

　　3－2）使用場所

　　1－1）品　　名

　　2）品　　名

　　2）受入場所

　　1－2）使用場所

　　3）品　　名

　　1）品　　名

　　4）集積方法

発生材の処理は、下記による。

　　2）引渡し先

　　1）品　　名

　　1）品　　名

地上 ３階

改修

電熱分岐

金属くず

確認及び報告

要

ｵ.CADデータは完成図（SXF又はJWC形式及びPDF）を提出する。

コンセント分岐

JWC

2 部

・施工図

本工事は、次の書類については電子納品の対象とする。

保守点検要領書

機器完成図及び説明書

          ため以外に使用しないこと。

久留米工業高等専門学校貸与する設計図のＣＡＤデータの著者者名：

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図作成の

不要　）　ＣＡＤデータ（

音響設備

情報表示

動力幹線

電熱幹線

自家発電

太陽光発電

ＲＣ造

(公共改修仕様書)

立　会

(第1編1.7.1～3)

試験を受けるものとする。

12.養生範囲

伴 う 試 験
機材の検査に

施工の立会等
試　験

養生は、図示によるほか下記による。

8.機材の検査等

(第1編1.6.4

(第1編1.9.1)

場合は、監督職員と協議すること。

(公共改修仕様書)

18.スリーブ工事
(公共改修仕様書)

21.停電作業及び

(公共改修仕様書)

17.保全に関する

管理設備

・空調機器の保守に関する資料

(第1編2.1.1)

15.技術検査

構内通信線路

入 退 室

火災報知

発生材処理

設備

(公共改修仕様書)

構内配電線路屋

防犯設備

14.発生材の処理等

トイレ等呼出設備

インターホン設備

外

(第2編2.9.1)

中央監視制御設備

設 備

19.はつり工事

(第1編2.10.1～5)

　　3）集積場所

監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

ｳ.上記※印は完成図製本（A4判）と一緒に製本してよい。

協議するものとする。

本工事期間中に中間技術検査を建築仕上げ工事着手前に１回行う。

ただし、工事内容によりこれによりがたい場合は、監督職員と

各種試験成績書

電子媒体により提出(提出方法 エ 参照)

2 部

　・ 工事写真　　・ 完成図

2 部

仮　製　本(Ａ３判２つ折)

・官公署等届出書類(写)

・工事写真帳

下記の工事部分は施工の確認及び報告を監督職員に行うものとする。

(公共改修仕様書)

(第1編1.6.2)

ｴ.完成図及び※印資料､施工図図面､設計図面を電子媒体(PDF形式)にて

交流無停電電源設備

(公共仕様書)
(第1編1.7.1～2)

2 部仮　製　本(Ａ１判２つ折)

・　完　　成　　図

部　数

　提出する。メディア等については、監督職員と協議する。

下記の施工部分は監督職員の施行の検査、施工の立会及び施工検査に伴う

16.完成時の提出図書

1 部

　　　　　　　　　　　　　ファイル形式：

ｲ.完成図仮製本は工事名等背文字入りとする。体裁は監督職員と協議。

機器(負荷)設備台帳

体　　裁　　等

ｱ.完成図製本はＡ１図面ファイル折り、黒表紙金文字入りとする。

・ 電子媒体 ・ 紙媒体(ﾌｧｲﾙ綴じ)

2 部

 完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

名　　　　　称

1 部

2 部

・　　　〃

製　  本(提出方法 ア 参照)

指定書式：　・　有 　・　無し

2 部

提出方法：

※ ・ 

(公共改修仕様書)

　工 事 部 分

～ 1.6.6.8)

(第1編1.6.3)

　　備　　考

10.一工程の施工の

11.施工の検査等

検　査

(公共改修仕様書)

確認・報告事項

(第1編1.4.5)

施工の検査に

(第1編1.4.6)

設計年月年　　度 図面番号

・　　　〃

※ ・ 

※ ・ 

※ ・ 

（撤去共）

空調機器の試運転 電圧・電流値の試運転報告

絶縁測定紙面 電気施工業者による試験

図示による

・建設機械

令和　２年　３月　３０日（月曜日）

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事(電気設備工事分)

専攻科棟

405.10㎡

1201.61㎡

　　

　　　記入してある事項のみ適用する。

（2）特記仕様書の適用方法
　　1）・印で始まる事項及び表中の・印の事項については、○印を付した事

　　4）特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取り扱いは、特記

気設備工事編）（平成２５年版）（以下「公共仕様書」という）、公

　　3）     印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。

　　　されたもの又は同等以上のものとする。ただし、同等以上のものと

　　　共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）（平成２

　　　する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　2）表中の各欄に、数字、文字又は記号等を記入する事項については、

　　　５年版）　（以下,「公共改修仕様書」という）文部科学省電気設備工

　　5）左欄の（ ）内の数値は、公共建築工事標準仕様書（統一基準）（電

（1）この工事の受注者は、独立行政法人国立高等専門学校機構が定める工事

　　工事写真撮影要領に基づき工事を施工する。

　　　という）の該当項目番号を示す。

事標準仕様書（特記基準）（平成２５年版）（以下、「文科仕様書」

　　　項のみ適用する。

　　請負契約基準､現場説明書､特記仕様書２枚､図面１枚､公共建築改修
　　工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）（平成３１年版）、文部
　　科学省電気設備工事標準仕様書（特記基準）（平成３１年版）、公共建築
　　設備工事標準図（統一基準）（電気設備工事編）（平成３１年版）及び

1.総　　　則

Ⅱ　．一般特記事項

3．第１種電気工事士の資格を有する者

項目

第１編　一般共通事項

特 記 事 項

　　　　　項　　　　目　　　　名

　この工事現場に、下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

6．公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧

8．第２種電気工事士（旧電気工事士）の資格を有する者

 　省令第　７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

4．高等学校又はこれと同等以上の教育施設において，電
 　気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する

7．２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　の検定に合格した者

9．短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以

 　修めて卒業した者

1．第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

2．１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　試験に合格した者

5．旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

電気保安技術者

 　おいて一般電気工学（実験を含む）に関する科目を
 　上の教育施設の電気工学以外の工学に関する学科に

(公共改修仕様書)

(第1編1.2.1)

1.実施工程表
(公共改修仕様書)

(第1編1.3.2)

2.電気保安技術者

慨成工期　令和　２年　３月　３０日（月曜日）

　　本工事建物及び周辺建物は工事期間中使用しているため､工程及び安全対策に
　　ついて監督職員と十分協議の上，災害の防止に努めること。
　・通学時間帯8：00～9：00の工事車両の入構は禁止する。

　・次の日程は工事を中止する。
　　令和２年１月１８日(推薦入試)、２月１６日(一般入試)､３月１３日（卒業式）

　・構内は徐行運転を行うこと。

　・工事における騒音、振動の発生が考えられる場合は、監督職員と協議のこと。

(第1編1.3.3)
(公共改修仕様書)
3.施工条件 この工事現場では，次の施工条件による。

　・上記の日程以外でも、状況により工事を中止することがある。

(公共改修仕様書)

○低騒音型・低振動型建設機械の使用4.施工中の
　環境保全等

(第1編1.3.9)

成９年７月３１日建設省告示第１５３６号)に基づき国土交通大臣が型式指定

これにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとす

本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」(平

を行った行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただし、

ホイールローダ

したものに限る。

○排出ガス対策型建設機械

ンジン出力７．５ｋＷ、

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

適　用機　　種

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

ものに限る。

ンジン出力８ｋW、５６０

２６０ｋＷ以下）を搭載

ディーゼルエンジン（エ

出ガスの規制等に関する法律」(平成１７年法律第５１号)に基づく技術基準

する場合、現場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を

ものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度建

に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機械指定要領(平成３年１０

低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用す

もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着す

行い、監督職員に提出するものとする。

に関する規程」(平成１８年３月１７日付け国士交通省告示第３４８号)もし

れと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業、

国総施第２１５号)に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用する

合は、監督職員と協議するものとする。
ることで、排出ガス対策型機械と同等と見なす。ただし、これにより難い場

排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用

設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこ

くは「第３次排出ガス対策型建設機械指定要領」(平成１８年３月１７日付け

計画書に記載しなければならない。

車両を使用しなければならない。

関係車両」という。)が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例(以
下、「排出ガス規制条例」という。)の適用を受ける場合は、これに適合した

ガス規制に適合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工

直ちに監督職員に報告しなければならない。

コピーを保管し、本工事関係車両を把握しなければならない。

②受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排

る建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

①受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両(以下、「本工事

⑤受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例

④受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、

③受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証の

月８日付け建設省経機発第２４９号)、「排出ガス対策型建設機械の普及促進

る。

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

空気圧縮機（可搬式）

ディーゼルエンジン（エ

ブルトーザ

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

ｋＷ以下）を搭載した

バックホウ

○ディーゼル車排出ガス規制に適合した車両

を遵守させるものとする。

令和元年度 令和元年１１月 特Ｅ－０１

独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校
課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

縮尺図面名称工事名称

Ａ １ ： 　 －
Ａ ３ ： 　 －

電気設備工事　特記仕様書（１）久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事
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一般の施設特定の施設

耐震安全性の分類

重要機器 一般機器重要機器一般機器

地階及び1階

　受変電設備

上層階，屋上及び塔屋

5．耐震施工 　100kg を越える機器の据付､固定及び支持については､日本建築センター刊

配線及び主回路の導体の色別は、次による。

重要機器は右記による。

（注）（  ）内の数値は妨震支持の機器の場合に適用する。

中　間　階

呼　　称

電線保護物の規格で公共仕様書に定める以外のものは下記による。

溶融亜鉛めっき

3．ケーブルラック

合成樹脂焼付塗装
(第2編1.2.9)
(公共仕様書)

設置場所

呼 　　称 記　　号

1．電線・ケーブル

電線・ケーブル等の規格,記号で標準仕様書に定める以外のものは下記による。

規　　　格

2．電線保護物類
の 規 格 記　号

(第6編1.2.1)

(公共改修仕様書)

設　置　場　所

・ 標準仕様書による

4．電線の色別

等 の 規 格
(公共仕様書)

設計用水平震度は､下表による。
「建築設備耐震設計・施工指針」により施工するものとし､設置場所に応じた

・ 配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

中性相

三相3線式

低 単相2線式

第1相

三相3線式

圧

電気方式

　主回路導体は、その端部又は一部に当該地区の電力会社の

単相3線式

接地側

白

青

接地側

圧

高

ケーブルラックの表面処理は下記による。

種　別

相色別による色別を施すものとする。

表　　面　　処　　理　　等

Ｅ Ｐ Ｓ

床下ピット

天 井 内

(第2編2.1.4)

（青）

黒赤

赤

第3相

赤

白

第2相

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鉄線［EM導入線］

接地棒　14φ　×1,500mm　   ３連結　２　箇所

接地抵抗測定用

接　　地　　極　（1箇所当り）

銅板　   900mm× 900mm× 1.5t　 　１枚

Ｄ　種

接地棒　14φ　×1,500mm　　 ３連結　２  箇所

6－1）

ELCB

　　接地棒の14φ×1,000mmのものは銅覆鋼棒製とする。

(第2編2.1.1)

8.特殊場所

危険物の種類特　殊　場　所　の　内　容

銅板　   900mm× 900mm× 1.5t　 　1枚

実　験　用

種　　　別

銅板　 　 　   mm× 　 　    mm×      mm　 枚

銅板　 　 　   mm× 　 　    mm×      mm　 枚

6.接地極等

く体接地方式
　　接地極の種類

接地棒　14φ　×1,500mm　　　 連結　　 箇所

　接地極等は､下記による。

　　接地棒の14φ×1,500mmのものは銅覆鋼棒製とする。

接地棒　14φ　×1,500mm　　  連結　    箇所

　接地極の表示は6-1)の箇所分設置し、下記に接地極埋設標を設置する。
（公共改修仕様書）

接地棒　10φ　×1,000mm

銅板　　　900mm× 　　900mm× 1．5mm　1枚

接地棒　14φ　×1,500mm　　　 連結　　 箇所

・ステンレス製

6－2)

種共用

　　接地極の表示

測点

コンセント

7.器具取付け等

中心 300

気密を要する場所

スイッチ 中心 1,300

Ⅲ　．共通事項

カテゴリ６対応ＵＴＰケーブル

規　　　格(第2編1.1.1)

JCS 5503に準拠し､JIS X 5150の

Ｄ種

製造者規格

EM-UTP6

危険物等貯蔵場所

適　用　す　る　場　所

　特殊場所は下記による。

塩害の受けるおそれのある場所

設

力

湿気の多い場所

備

(文科仕様書)

電

名　　　　称

・黄銅板製（第2編2.15.14）

ガス蒸気危険場所

危険場所の種別

（1）器具取り付け高さ等が図示されてない場合は，次による。

取付高（mm）

同上用電源及びスイッチ 〃 シャフト内、制御盤内接続共配管・配線及びボックス共

〃

ピット内煙感知器連動防火戸 ＥＶ点検用タラップ

排煙防火ダンパー コンクリート穴あけリレー取付まで① 補修共

外壁取付ガラリ ＥＶ用監視カメラ

ＥＶ用監視カメラ配線遮光ガラリ共

既設コンクリート床、壁

ﾌﾟﾚｰﾄ種類

新金属

情報用コンセント

電話用アウトレット信 報

点灯箇所

FHF16 FHF32

FHF86

ダウン

　300

300中心

中心
設

・埋設式（・T3.5・T4・T4.5・T5）

・ベースプレート式（・TB3.5・TB4・TB4.5・TB5）

材質：・SS400・STK400・SM490・SMA490・SGPポール仕様：

灯具仕様：

一般照明　　　　：1部屋当たり　 　ヵ所以上又は      ㎡当たり 　　ヵ所

非常用の照明器具：1部屋当たり　 　ヵ所以上又は      ㎡当たり　 　ヵ所

新金属

通 情 新金属

・角ボール　・丸ボール

用途

用途

ライト形

シャフト内、制御盤内接続共ガラリへの給排気ダクト接続

シャフト外、監視制御装置～制御盤内壁取付ガラリ

FHP32 FHP45

Ⅳ　．電力設備工事

1．照明器具

FHT32 FHT42

・昼白色 ・3波長域発光形 ・3波長域発光形・昼白色

の種類
直管形

・一体型

備

※ＯＡ床の場合は、ＯＡ床からの取り付高とする。

照明器具

SUS、FRP、鋼製 ＥＶ用ピット内防水

コンクリート製 昇降路内中間ビーム設置

敷居取付用持出し共

各種槽類

付属ＳＷは電気工事へ支給

ＥＶ用インターホン配線フード取付共

全熱交換器 シャフト外、ＡＭＰ～制御盤ＥＶ用非常放送配線

同上用枠、取付板等 ＥＶ用非常放送用スピーカ木製、アルミ製、鉄製

〃

同上用煙感知器 リレー及びリレーまでの配管配線共

リレー取付まで②煙感知器連動シャッター コンクリート穴埋め 既設コンクリート床、壁 配管共

鉄骨工事鉄管スリーブ入れ 墨出し共配管配線、ボックス共同上用レリーズ 鉄骨穴あけ

天井扇等

〃

ピット内、機械室内ＥＶ用コンセント設置

屋外大型のものの基礎

〃

屋上設置のものの基礎

〃

　　　　　　　　　接地引込み

ダクトのあるもの換気扇取付

ＥＶ用動力、照明用電源、

デッキプレートの開口切断

鉄筋切断及び補強筋入れ

床スラブスリーブ入れ〃

墨出し、補修共

摘　　要

室内テレビ用吊金物同上開口部補強

同上用基礎

墨出し、補修除く

ボイド等 トレンチ、床下部、屋上保守管理用タラップ、はしご

機
　
械

建
　
築

電
　
気

区分

梁・壁スリーブ入れ〃

土
　
木

区分 項目土
　
木

区分項目 項目
備　　考

化粧用洗面器、鏡 洗面カウンターは除くボイド等

［本工事：電気］

特殊サイズ鏡梁，壁木製型枠入れ

備　　考

名　　称 名　　称摘　　要 名　　称 摘　　要

コンクリート穴あけ

電
　
気

電
　
気

機
　
械

直流2線式

建
　
築

22．工　事　区　分

　・電球色

備　　考
建
　
築

機
　
械

土
　
木

青

　接地側の電線の色は、黄色とする。

白

左右・上下及び遠近
の別は，正面から見

（a）配電盤については，次による。

（b）屋外架空配線の色別は､本表によらなくてよい。

（無停電回路含む）

配

（2）三相回路又は単相3線式回路より分岐する回路は､分岐前の

［備考］

　　ものとする。
（3）三相交流の相は､第1相､第2相､第3相の順に相回転する

（c）接地線の色別は､監督職員の承諾を受けること。

た状態

(公共仕様書)
(第2編1.2.1～10)

（1）分岐回路の色別

（4）漏電遮断器回路の

　　操作側又はこれに準ずる側から見た状態とし､分電盤類による。

イ）上下の別は､上からとし､ 直流2線式は､

用いたもの

マイクロホンコード

(第2編1.2.1)

共 同 構 内

(第6編1.2.1～3)

電気･機械室内

(公共改修仕様書)

　　色別による。

・配線用遮断器：・有（・漏電遮断器・タイマー付・防水ボックス内に収容）

耐風速：　　m/s

塗装色指定：・有　・無

光源色 ・電球色

・（       ）

HT24

捨てコンクリートの厚さ：　　mm以上、砂利及び砂地業の厚さ：　　㎜以上

照明ポールの強度はJIL1003「照明用ポール強度計算基準」による。

屋外灯

　・昼白色

　　　　　　　　・無

基礎サイズ：　　

接地極：・有（・埋設標省略しない）　・無（接地端子盤より配線）

ＬＥＤ

・（       ）

　昼白色

光源色は図面に特記がない限り下記による。

・電球色

（1）左右､遠近の別は､各回路部分における主となる開閉器の

・（       ） ・（       ）

Ｈｆ型

・3波長域発光形

直管形 コンパクト形

照度測定を公共仕様書第2編第2章2.18.2「施工の試験」表2.18.3により次のとおり行う。

　昼白色

・（       ）

ALCﾊﾟﾈﾙの穴あけ，補修 ダクト等の貫通部

類

（2）発電回路の第2相

協議し､一般接地線と色別を区別する。

盤

電

ウ）遠近の別は､近いほうからとし､直流2線式は､

取付共

雷保護設備〃 床スラブ木製型枠入れ

配管ダクト類の防水貫通部補修 テレビアンテナ

ア）左右の別は､左からとする

配線（1）～（4）による。

規定しない。

(第6編2.1.12)

　　接地

盤名称

　　下からとする。

共通事項

ｸﾗｽE(ｶﾃｺﾞﾘ6)規格に適合したもの

JCS 4508に準拠し､ｼｰｽにJIS規格

によるEMｹｰﾌﾞﾙの耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝを EM-MEES

様書第2編2.1.14 表2.1.3｢横引配管等の耐震支持｣における耐震安全性の分

(第2編2.1.14)
(公共改修仕様書)

新金属

　分岐前の色別による。

線

分

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と

（3）切替回路2次側

　　遠いほうからとする。

避雷設備用

回路番号

ラベル表示

類は上記と同じとする。

の配線は、標準図の措置を施す。

・建物への配管の引込部の耐震処置及び建物のエキスパンションジョイント部

・公共仕様書第2編2.1.13 表2.1.2｢横引き配管等の耐震支持｣及び公共改修仕

一次側同上配線配管、接続照明器具等電気関係開口部

軽量鉄骨下地開口部補強 同上配管配線照明器具、空調吹出口、給排気

自動扉の配管配線 二次側

〃

点検口取付及び、開口部補強 ボード切込、墨出し共天井点検口

植栽大型機械基礎

〃

三方枠、同取付後の壁補修まで（トロ詰）

ＥＶ用機械室機器用アンカーボルト

ＥＶ用監視盤

墨出し、型枠入れ共 天井フック、床ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ、防塵塗料、ボイラ、冷凍機等機械設備関係機器

墨出し、型枠入れ共自家発電機その他電気関係機器 搬入用等開口、換気ｶﾞﾗﾘ共

仕上げ共一般機器類の基礎

機器用アンカーボルト

インサート コンクリート床 一次側（　相　　Ｖ）

電動シャッターの配管配線

同上配線配管、接続

コンクリート製グリストラップ及びガソリント

モルタル充てん等 同上用配管防火区画貫通部補修 接続まで

PC板インサート 二次側。操作盤、押しボタン取付共

機械設備関係開口部 電気錠操作盤 読取装置共空調吹出口

軽量鉄骨下地開口部墨出し

PC板の穴あけ スリーブ入れ

同上補修 モルタル充てん等 ラップ ステンレス鋼板製

陶器製 一次側接続まで同上用電源配線

洗面器等取付化粧板

芝生、種子吹付け生活排水、実験排水管 第１桝までの配管

第１桝を含む

立どい 防露工事共

電源配線配管、接続ボックス共

流し台

給排水用 同上用照明・コンセント同上用配管接続

雨水排水管 第１桝から排水幹線までの配管 同上用照明・コンセント第１桝を含む 電源配線配管、接続ボックス共

幹線の配管 同上用電源配線 一次側接続まで〃

コンクリート擁壁幹線の配管

法枠、モルタル吹付け

建物及び第１桝までの配管

〃 第１桝から排水幹線までの配管

建物、共同溝接続トレンチ ＥＶ用三方枠周囲の壁仕上

同上接続部止水板 ＥＶ用各階出入口用開口

屋外自立盤の基礎 ＥＶ用換気扇取付仕上げ共

昇降機設備本体（以下ＥＶ）同上基礎上鉄骨架台

共同溝 歩床コンクリート共 ＥＶ用各種信号用制御線 停電用、火災用等

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、シール

ルーフドレン ド、防音、無響室等の内装

プレハブ型

接続まで同上用配管第１桝までの配管

サーモスイッチ共屋外貯油槽 ＥＶ用機械室換気扇取付地下式

配管ダクト類の防水貫通部補修フリーアクセスフロア等盤、配管、ダクト、配線用の二

コンクリートシャフト点検口 同上用一次側電源

重床開口

機械室、電気室の防音遮音処理

電源供給までの配管

同上接続（一次側） 接地共 カーテンボックス

和風大便器・壁埋込み分電盤等煙感知器連動防煙垂れ壁

天井換気扇用開口含む

制御盤

水栓・換気扇・電気温水器・ＩＨ・照明共ミニキッチン

電動スクリーン用配管

カーテン本体は除く

制御盤以降の配管、配線共 操作ＳＷと操作線は除く

道路側溝用排水 Ｌ型・Ｕ型と管布設

アルミパネルの穴あけ

衛生機器類下地補強

舗装復旧

同上煙道 鋼板製

壁、サッシ等への取付（材共） シャフト外、ｲﾝﾀｰﾎﾝ設置場所～制御盤

シャフト内、監視盤内接続共

〃

同上用電源及びスイッチ 配管・配線及びボックス共

独立煙突

同上用衛生配管・ダクト接続

リモコン用配管及びボックス同上配管及びボックス

天井フック

同上雷保護設備

座板共

配管配線用ピット

連結送水口 一次側電源を除く取付・配線共空調機用リモコン

電気錠 建具内配管配線、接続ボックスまで

ド等の切開 関係機器、関係機器間配線を含む

ガラリ等

天井及び壁、ボード切開

中央監視装置本体

同上配線配管、接続 操作盤～接続ボックスまで

ユニットバス本体盤等重量物の下地補強

り付ける器具等の穴あけ加工

同上用電源配線

露出型器具取付用

各メーターから装置まで

開口部補強を必要としないボー

同上用信号線

ボード切込、墨出し共

流し台、ﾐﾆｷｯﾁﾝ本体、水切

同上用電源配線点検口取付及び、開口補強

補修

水切り板、同穴あけ共

ド、防音、無響室等の内装

同上用配管ステンレス製（排水金具含む）

墨出し共 一次側接続まで。ＳＷの取付配線床点検口

据付共

現場製作

接続まで

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、シール機器・配管取付後の壁、床等の

同上表示灯及び起動装置 電源供給までの配管

別途備品工事カーテン・ブラインド自動火災報知器 スクリーン等本体

スクリーン本体は除くスクリーンボックス

既設コンクリート床、壁〃リレー取付まで③

電動ブラインド用配管 操作ＳＷと操作線は除く

リレーまでの配管配線共上記①～③用煙感知器 身障者用手すり

電源供給までの配管

ブラインドボックス屋内消火栓起動リレー

石、金属パネル等特殊仕上材の天井，壁，床に取 一次側

屋内消火栓 電動カーテン用配管 操作ＳＷと操作線は除く

ブラインド本体は除く

消火ポンプ、制御盤

レール共

制御盤主開閉器までの配管配線 カーテンレール共

白

設計年月年　　度 図面番号

令和元年度 令和元年１１月 特Ｅ－０２

独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校
課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

縮尺図面名称工事名称

久留米工業高専制御情報工学科棟他空調設備改修工事 Ａ １ ： 　 －
Ａ ３ ： 　 －

電気設備工事　特記仕様書（２）



年　　度 図面番号設計年度
独立行政法人　国立高等専門学校機構　久留米工業高等専門学校

課長補佐 係長 担当総務課長事務部長

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

１
４

，
０

０
０

７
，

３
０

０
６

，
７

０
０

２８，０００

２４５ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

２８，０００

２４５ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ７，０００ ２４５

Ｓ＝１／１００専攻科棟　３階平面図

廊　下

ＰＳ

ＵＰ

ＵＰ

階段室

倉庫

階段室

女子便所

電気室 ラウンジ

玄　関

ポーチ

機械電気システム工学実験室

ACPM

1-1

ACPM

1-1

ACPMACPMACPM

準備室

1-31-21-2

倉庫

物質工学実験室

身障者便所

ACP

廊　下

ＤＮＵＰ

階段室

階段室

ＵＰＤＮ

ACP ACP

3 3

専攻科講義室Ａ

教員室

男子便所

ACPM

2-1

教員室 進路指導室 教員室

ACPM ACPM ACPM ACPM

専攻科主事室

2-4 2-4 2-4 2-2

ACP

2

2

１
４

，
０

０
０

７
，

３
０

０
６

，
７

０
０

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

ＰＳ

ＸＸ０ Ｘ１ Ｘ２ ３ Ｘ４

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

盤　結　線　図 記号 負　荷　名　称 電　　圧
更　新　前

配　線　用　遮　断　器 電気容量

既設動力盤（ＰＭ－１）結線図（改修後・内部更新）

３Φ３Ｗ
２００Ｖ

ビル用マルチエアコン ３Φ３Ｗ　２００Ｖ

３Φ３Ｗ　２００Ｖ

Ａ

ビル用マルチエアコン

Ａ

Ａ

Ａ

３Φ３Ｗ　２００Ｖ

Ａ

Ａ

３Φ３Ｗ　２００Ｖ

３Φ３Ｗ　２００Ｖ

※更新

ＣＴ

ＣＴ

ＣＴ

ＣＴ

ＣＴ

ＣＴ

ACPM-1

パッケージ型空調機

パッケージ型空調機

パッケージ型空調機

ACPM-2

３Φ３Ｗ　２００ＶＡＣＰ－３ パッケージ型空調機

ＡＣＰ－２

ＡＣＰ－２

ＡＣＰ－１

更新後
ＭＣＣＢ　３Ｐ

更新前
ＭＣＢ　３Ｐ

ＣＶＴ100
□

備　　　考
更　新　後

配　線　用　遮　断　器 電気容量

ＥＬＣＢ　３Ｐ　６０ＡＦ／　６０ＡＴ

ＥＬＣＢ　３Ｐ　６０ＡＦ／　５０ＡＴ

ＥＬＣＢ　３Ｐ　６０ＡＦ／　５０ＡＴ

ＥＬＣＢ　３Ｐ　６０ＡＦ／　５０ＡＴ

ＥＬＣＢ　３Ｐ　６０ＡＦ／　５０ＡＴ

縮 尺工 事 名 称 図 面 名 称

専攻科棟 Ａ １ ： １ ／ ２ ０ ０
Ａ ３ ： １ ／ １ ０ ０

久留米工業高専専攻科棟空調設備改修工事令和元年 令和元年10月 Ｅ－０１
動力設備１･２･３･Ｒ階平面図(改修後)

ＥＰＳ

LP-1 L-3

回路番号
Ｆ

専攻科棟　１階平面図 Ｓ＝１／１００

回路番号
Ｅ

ゼミ共同研究室

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

屋　根

１
４

，
０

０
０

７
，

３
０

０
６

，
７

０
０

ＤＮＵＰ

階段室

ＵＰＤＮ

専攻科講義室Ａ

専攻科講義室Ｂ学生控室 ゼミ室

資料室

ACPM

1

ACP

1

ACP

2-1

ＰＳ

階段室

男子便所

階段室2

ACP ACP

2

ACPM

1

ACP

3

1

ACP

ACPM

2

１
４

，
０

０
０

Ｙ２

Ｙ０

Ｓ＝１／１００専攻科棟　２階平面図

PM-1

３階天井配管

Ｆ Ｃ

Ｂ Ｄ Ｅ Ａ

既設ハト小屋

Ａ　CV14　-3CE5.5　 (E31)　ACPM1

Ｂ　CV5.5　-3CE5.5　(E25)　ACPM2

Ｄ　CV5.5　-3CE5.5　(E25)　ACP2

Ｅ　CV5.5　-3CE5.5　(E25)　ACP2

Ｆ　CV5.5　-3CE5.5　(E25)　ACP3

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

Ｃ　CV8　-3CE5.5　　(E25)　ACP1

L-2

回路番号
Ｅ

専攻科大講義室(Ａ３)

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｓ＝１／１００専攻科棟　Ｒ階平面図

※室外機送り漏電遮断器は、雷サージ電流・高周波（インバーター）対応品を採用の事。

　８．２３ｋＷ

ＥＢ－１００Ｃ　３Ｐ　７５Ａ

ＥＳ－５０Ｃ　３Ｐ　５０Ａ

ＥＳ－５０Ｃ　３Ｐ　５０Ａ

ＥＳ－５０Ｃ　３Ｐ　５０Ａ

ＥＳ－５０Ｃ　３Ｐ　３０Ａ

ＥＳ－５０Ｃ　３Ｐ　３０Ａ

　１４．９ｋＷ

　９．４３ｋＷ

　８．２３ｋＷ

　３．７８ｋＷ

　３．７８ｋＷ

１３．２４ｋＷ

６．３ｋＷ

６．４９ｋＷ

２．４７ｋＷ

２．４７ｋＷ

６．４９ｋＷＥＬＣＢ　３Ｐ　６０ＡＦ／　５０ＡＴ

ＴＯＴＡＬ　３７．４６ｋＷ
２２５／２００

２２５／２２５
ＴＯＴＡＬ　４８．３５ｋＷ

配線用遮断器を撤去し､漏電遮断器に更新

配線用遮断器を撤去し､漏電遮断器に更新

配線用遮断器を撤去し､漏電遮断器に更新

配線用遮断器を撤去し､漏電遮断器に更新

配線用遮断器を撤去し､漏電遮断器に更新

配線用遮断器を撤去し､漏電遮断器に更新

特記なき配線は下記による。

注　　記

ＩＶ２．０ｘ２　Ｅ２．０（ＰＦ１６）：１Φ２００Ｖ

（既設配管配線）（室内機更新に伴う再結線）

既設ハト小屋からPM-1までは既設配線

※屋外プルボックス～室外機間の配線は更新

Ｎ

配　管　配　線　リ　ス　ト

記　号

ビル用マルチエアコン

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

空冷ヒートポンプパッケージエアコン

ビル用マルチエアコン

ビル用マルチエアコン（室内機）

ビル用マルチエアコン（室内機）

ビル用マルチエアコン（室内機）

ビル用マルチエアコン（室内機）

ビル用マルチエアコン（室内機）

ビル用マルチエアコン（室内機）

ＡＣＰＭ１－１

ＡＣＰＭ１－２

ＡＣＰＭ１－３

ＡＣＰＭ２－1

ＡＣＰＭ２－２

ＡＣＰＭ２－３

ＡＣＰＭ２－４ ビル用マルチエアコン（室内機）

ＡＣＰＭ－１

ＡＣＰＭ－２

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－２

ＡＣＰ－３

３Φ　２００Ｖ

電　圧

３Φ　２００Ｖ

３Φ　２００Ｖ

３Φ　２００Ｖ

３Φ　２００Ｖ

１Φ　２００Ｖ

１Φ　２００Ｖ

１Φ　２００Ｖ

１Φ　２００Ｖ

１Φ　２００Ｖ

１Φ　２００Ｖ

１Φ　２００Ｖ

容量（ｋＷ）

６．３０

１３．２４

６．４９

２．４７

６．４９

０．０３

０．０３

０．０３

０．０３

０．０３

０．０３

０．０３

（ＰＦ１６）既設

（ＰＦ１６）既設

（ＰＦ１６）既設

（ＰＦ１６）既設

（ＰＦ１６）既設

（ＰＦ１６）既設

（ＰＦ１６）既設

既設プルボックスより室外機間 既設プルボックスより室外機間
室外機接続箇所（更新）

防水プリカ（Ｆ３０）ビニル被覆

防水プリカ（Ｆ２４）ビニル被覆

防水プリカ（Ｆ２４）ビニル被覆

防水プリカ（Ｆ２４）ビニル被覆

防水プリカ（Ｆ２４）ビニル被覆

備考

既設プルボックスより室外機間は配管配線撤去･更新

既設プルボックスより室外機間は配管配線撤去･更新

既設プルボックスより室外機間は配管配線撤去･更新

既設プルボックスより室外機間は配管配線撤去･更新

既設プルボックスより室外機間は配管配線撤去･更新

室内機更新に伴う一時切離し･新機器設置後再結線

室内機更新に伴う一時切離し･新機器設置後再結線

室内機更新に伴う一時切離し･新機器設置後再結線

室内機更新に伴う一時切離し･新機器設置後再結線

室内機更新に伴う一時切離し･新機器設置後再結線

室内機更新に伴う一時切離し･新機器設置後再結線

室内機更新に伴う一時切離し･新機器設置後再結線

注記：機器に至る電気容量並びに配管配線サイズは、最終承認機器にて決定の事。

配　線　サ　イ　ズ（既設） 配管サイズ(既設）
機　器　名　称

ＶＶＦ１．６－３Ｃ(既設)

ＶＶＦ１．６－３Ｃ(既設)

ＶＶＦ１．６－３Ｃ(既設)

ＶＶＦ１．６－２Ｃ×２(既設)

ＶＶＦ１．６－２Ｃ×２(既設)

ＶＶＦ１．６－２Ｃ×２(既設)

ＶＶＦ１．６－２Ｃ×２(既設)

ＣＶ５.５－３ＣＥ５.５ 

ＣＶ１４－３ＣＥ５.５ 

ＣＶ５.５－３ＣＥ５.５ 

ＣＶ５.５－３ＣＥ５.５ 

ＣＶ８－３ＣＥ５.５ 

（Ｅ３１）既設

（Ｅ２５）既設

（Ｅ２５）既設

（Ｅ２５）既設

（Ｅ２５）既設


